
図
工
㈲

目
　
次

栄

雁
塔
聖
教
序
の
位
置
関
係
に
お
け
る
一
考
察

第
一
章
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
解

第
一
節
　
相
反
す
る
二
つ
の
配
置

㈲
足
立
喜
六
氏
の
記
録
（
西
－
序
碑
、
東
－
序
記
碑
）

㈲
闘
野
　
貞
氏
の
記
録
（
東
―
序
碑
、
西
丿
序
記
碑
）

　
〈
両
氏
の
比
較
〉

　
〈
落
書
き
が
意
味
す
る
こ
と
〉

第
二
節
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
関
す
る
三
分
類

　
第
一
款
　
正
し
い
両
碑
の
配
置
を
示
す
解
説
書
群

　
第
二
款
　
現
在
の
配
置
と
異
な
る
見
解
の
解
説
書
群

　
第
三
款
　
両
碑
の
配
置
に
関
し
て
曖
昧
な
る
表
現
の
解
説
書
群

荒
　
金
　
信
　
治

第
二
章
　
雁
塔
聖
教
序
の
正
し
い
配
置
表
示
よ
り
く
る
諸
問
題

第
一
節
　
位
置
や
方
向
に
お
け
る
順
位
の
問
題

　
〈
「
左
右
」
　
「
東
西
南
北
」
よ
り
考
え
る
〉

第
二
節
　
高
宗
皇
帝
が
向
い
た
方
向

　
ｏ
仮
説
（
一
）

　
〈
高
宗
皇
帝
が
大
雁
塔
に
向
っ
て
立
つ
と
し
て
み
た
場
合
〉

　
ｏ
仮
説
（
二
）

　
〈
高
宗
皇
帝
が
大
服
塔
を
背
に
宮
殿
と
同
じ
向
き
に
向
っ
て
立
つ

　
と
し
て
み
た
場
合
〉

　
○
仮
説
（
一
）
　
（
二
）
の
ま
と
め

第
三
節
　
碑
面
の
上
に
お
い
て
見
ら
れ
る
問
題

　
第
一
款
　
袷
遂
良
の
名
前
が
位
置
す
る
問
題

　
第
二
款
　
両
碑
の
文
字
の
大
き
さ
の
問
題

ま
と
め
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序
章

　
闘
野
貞
博
士
の
著
書
『
支
那
の
建
築
と
菊
術
』
の
「
支
那
碑
硯
の

様
式
」
（
編
纂
昭
和
1
3
年
７
月
）
頁
一
八
八
に
『
東
に
聖
教
序
碑
、

西
に
聖
教
序
記
碑
を
立
て
、
』
と
あ
る
。

　
実
は
こ
れ
が
実
際
の
両
碑
の
配
置
と
違
う
の
で
あ
る
。
（
注
Ｉ
）

　
両
碑
を
見
て
の
帰
国
後
、
管
見
の
範
囲
で
あ
る
が
［
雁
塔
聖
教
陪
］

の
配
置
に
よ
る
資
料
を
見
て
み
る
と
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
。

１
．
西
に
聖
教
序
碑
、
東
に
聖
教
序
記
碑
の
配
置
表
現

２
．
東
に
聖
教
序
碑
、
西
に
聖
教
序
記
碑
の
配
置
表
現

３
．
曖
昧
な
配
置
表
現

で
あ
る
。

　
実
際
に
見
学
し
た
こ
と
が
不
安
に
な
り
、
別
府
大
学
の
書
道
教
室

か
ら
西
安
の
大
服
塔
へ
、
電
話
で
次
の
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
し
た

の
で
あ
る
。
（
注
２
）

○
両
碑
の
配
置
に
つ
い
て

○
両
碑
の
保
存
状
況
と
両
碑
の
配
置
換
え
は
可
能
で
あ
る
の
か
。

○
両
碑
の
上
に
て
拓
本
を
取
ら
れ
た
拓
本
の
移
動
は
な
い
か
。

そ
の
電
話
で
の
回
答
は

ｏ
両
碑
の
配
置
は
「
西
側
に
聖
教
序
碑
、
東
側
に
聖
教
序
記
碑
」
。

ｏ
両
碑
と
も
深
く
埋
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
動
か
せ
る
状
態
で
は
な
い
。

　
両
碑
と
も
最
高
の
文
物
品
で
あ
り
、
簡
単
に
動
か
せ
た
と
し
て
も

　
両
碑
を
移
動
す
る
こ
と
は
許
可
が
出
な
い
。
移
動
に
関
し
て
は
不

　
可
能
で
あ
る
。

　
高
宗
の
時
、
現
在
の
場
所
に
両
碑
が
定
ま
っ
て
よ
り
両
碑
の
配
置

　
換
え
は
な
い
。

Ｏ
両
碑
の
上
に
て
取
ら
れ
た
拓
本
を
張
り
替
え
る
こ
と
は
な
い
。

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
様
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
改
め
て
過
去
旅
行
し
た
時
の
西
安
訪

問
ノ
ー
ト
（
注
３
）
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
正
し
い
配
置
表
示
を
記

録
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
大
学
生
の
時
の
書
道
史
の
授
業
以
来
今

日
ま
で
私
自
身
闘
野
博
士
が
記
し
た
配
置
表
示
を
知
識
と
し
て
い
た

の
で
実
に
恥
し
い
思
い
だ
っ
た
。

　
両
碑
の
配
置
に
関
す
る
問
題
は
実
見
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
を
み

る
。
し
か
し
、
な
ぜ
有
名
な
書
物
が
過
っ
た
両
碑
の
配
置
を
示
し
て

い
る
の
か
、
又
そ
の
源
流
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
解
説
書
に
書
か
れ

て
い
る
「
左
・
右
」
「
東
・
西
・
南
・
北
」
の
優
劣
と
、
そ
れ
に
か

か
わ
る
両
皇
帝
の
比
重
問
題
。
両
碑
の
配
置
決
定
に
お
け
る
高
宗
皇

帝
の
立
つ
位
置
の
問
題
へ
と
新
た
な
疑
問
が
出
て
く
る
。

　
　
「
ど
う
し
て
？
」
「
な
ぜ
？
」
と
考
え
始
め
た
こ
と
が
、
こ
の
小

論
へ
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
。

　
こ
の
小
論
を
進
め
る
た
め
に
、
ま
ず
服
塔
聖
教
序
の
両
碑
に
つ
い

て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
「
第
一
章
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
解
」
で
は
、
正
し
い
配
置
、
過
っ
た
配
置
、

曖
昧
な
配
置
表
示
に
関
す
る
著
書
の
紹
介
と
説
明
を
す
る
。
「
第
二

章
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
か
ら
く
る
諸
問
題
」
で
は
、
方
向
に
お
け

る
順
位
の
問
題
を
中
心
に
、
高
宗
が
大
服
塔
に
向
っ
て
立
っ
た
か
、

背
に
し
た
か
の
仮
説
も
立
て
、
精
進
良
の
名
前
の
位
置
や
両
碑
の
文
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字
の
大
き
さ
か
ら
く
る
問
題
に
も
触
れ
て
み
た
い
。

　
そ
れ
で
は
雁
塔
聖
教
序
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。

　
　
〈
雁
塔
聖
教
序
の
姿
に
つ
い
て
〉

　
大
服
塔
の
あ
る
慈
恵
寺
の
伽
藍
配
置
は
唐
代
の
宮
殿
と
同
じ
様
式

で
北
か
ら
南
を
向
い
て
い
る
。

　
大
服
塔
は
七
層
か
ら
出
来
た
塔
で
、
そ
の
一
層
ず
つ
四
方
・
東
西

南
北
の
中
央
に
人
目
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
一
眉
目
の
南
門
を
挟
む

形
で
左
右
対
象
に
存
在
す
る
二
碑
を
雁
塔
聖
教
序
と
い
う
。
二
碑
は

ほ
ぼ
南
門
と
同
じ
大
き
さ
の
窟
の
中
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
両
碑

と
も
か
ろ
う
じ
て
碑
面
が
出
て
い
る
と
言
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　
資
料
１
の
様
に
「
西
側
に
①
序
碑
。
東
側
に
②
序
記
碑
。
」
と
配

置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
碑
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
①
②
に
分
け
た
。

　
①
の
説
明
を
碑
文
同
様
に
右
か
ら
左
へ
と
進
行
さ
せ
、
②
の
説
明

も
碑
文
同
様
に
左
か
ら
右
へ
と
進
行
さ
せ
た
。

　
そ
れ
が
次
の
表
で
あ
る
。

　
又
、
資
料
１
と
資
料
２
は
第
一
章
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
の
で

次
に
記
載
し
た
。
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Ａ
．
正
し
い
両
碑
の
配
置
を
示
す
配
列

(序記碑)(序　碑)

②
雁
塔
聖
教
序
（
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
）

①
雁
塔
聖
教
序

（
大
唐
三
蔵
聖
教
之
序
）

※
↓
印
は
碑
文
の
進
行
を
示
し
て
い
る
。

東　側西　側
（資料１）

Ｂ
．
現
在
の
配
置
と
異
な
る
見
解
の
両
碑
の
配
列

(序　碑)(序記碑)

①
雁
塔
聖
教
序
（
大
唐
三
蔵
聖
教
之
序
）

②
雁
塔
聖
教
序
（
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
）

東　側西　側
（資料2）
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第
一
章
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
解

　
で
は
次
に
、
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
解
を

概
観
し
て
お
こ
う
。

　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
お
け
る
説
明
、
解
説
書
を
見
比
べ
る
と
次

の
三
つ
の
群
に
分
類
出
来
る
。

１
．
西
側
、
序
碑
。
東
側
、
序
記
碑
を
示
す
配
置
群

２
．
東
側
、
序
碑
。
西
側
、
序
記
碑
を
示
す
配
置
群

３
．
両
碑
の
配
置
に
お
い
て
示
す
曖
昧
な
る
表
現
の
群

ま
ず
三
項
目
の
内
Ｉ
．
２
．
に
お
け
る
最
も
古
い
両
氏
の
配
置
表
示

を
比
較
し
て
み
る
。

　
第
一
節
　
相
反
す
る
二
つ
の
配
置

㈲
足
立
喜
六
氏
の
記
録
（
西
ｉ
序
碑
、
東
－
序
記
碑
）

㈲
関
野
　
貞
氏
の
記
録
（
東
－
序
碑
、
西
－
序
記
碑
）

㈲
凹
は
１
．
２
．
に
お
け
る
両
碑
の
配
置
表
示
に
お
い
て
最
も
古
い

記
録
を
残
し
て
い
る
。

　
㈲
足
立
喜
六
氏
の
記
録

　
足
立
喜
六
氏
の
長
安
史
蹟
の
研
究
二
（
発
行
所
東
洋
文
庫
・
発
行

日
昭
和
８
年
1
2
月
2
5
日
）
に
は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。
（
注
４
）

　
両
碑
の
位
置
が
途
中
で
移
動
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
「
二
　
慈
恵
寺
塔
の
建
立
」
の
内
に
て

　
　
前
面
の
両
痛
に
あ
る
聖
教
序
及
び
記
の
両
碑
は
全
然
異
動
し
た

　
る
形
跡
を
認
め
ざ
れ
ば
、
創
建
以
来
塔
の
上
層
に
は
可
な
り
変
改

　
が
あ
っ
た
様
だ
が
、
其
の
基
礎
及
び
下
層
は
少
し
も
変
化
し
て
居

　
ら
ぬ
こ
と
が
知
ら
る
ｉ
の
で
あ
る
。

と
述
べ
、
建
立
の
当
初
か
ら
勤
い
て
な
い
こ
と
を
断
言
し
て
い
る
。

　
更
に
今
問
題
に
し
て
い
る
両
碑
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
「
ハ
　
聖
教
序
碑
及
び
同
序
記
碑
」

　
　
其
の
三
は
太
雁
塔
の
南
門
の
左
右
の
寵
に
嵌
め
ら
れ
た
石
碑
で

　
あ
る
。
向
っ
て
左
の
寵
に
は
永
徽
四
年
（
西
紀
六
六
三
）
十
月
中

　
書
令
臣
精
遂
良
書
と
あ
る
太
宗
御
製
の
三
蔵
聖
教
序
碑
、
右
痛
に

　
は
永
徽
四
年
突
巳
十
二
月
十
日
に
建
て
た
「
尚
書
僕
射
上
柱
國
河

　
南
部
開
國
公
臣
精
通
良
書
」
と
署
し
た
高
宗
御
製
の
三
蔵
聖
教
序

　
記
碑
が
嵌
め
ら
れ
て
居
る
。
右
癩
の
碑
は
左
碑
と
相
対
す
る
為
に

　
左
行
か
ら
順
次
右
行
に
読
む
様
に
書
い
て
あ
る
。
（
以
下
略
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
更
に
同
氏
は
同
著
書
に
お
い
て
、
資
料
３
・
４
で
見
ら
れ
る
写
真

も
記
載
し
て
い
る
。

　
㈲
関
野
　
貞
氏
の
記
録

　
一
方
、
関
野
博
士
は
支
那
の
建
築
と
驀
術
（
支
那
碑
砺
の
様
式
）

（
編
纂
昭
和
1
3
年
７
月
・
出
版
社
岩
波
書
店
）
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
両
碑
の
位
置
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
ペ
ー
ジ
に
て

-
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（
前
略
）

　
　
此
時
初
層
南
面
入
口
の
左
右
に
各
廣
さ
四
尺
八
寸
四
分
、
深
さ

　
九
尺
二
寸
の
小
室
を
設
け
、
其
後
壁
に
沿
ひ
て
東
に
聖
教
序
碑
、

　
西
に
聖
教
序
記
碑
を
立
て
、
其
前
に
門
扉
を
設
け
た
の
で
あ
る
が

　
今
は
唯
蹴
放
石
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
（
以
下
略
）

と
傍
点
筆
写
の
部
分
で
述
べ
て
い
る
。

　
更
に
同
氏
は
（
再
版
）
中
国
文
化
史
蹟
（
旧
版
）
支
那
文
化
史
蹟

（
発
行
所
法
蔵
館
・
刊
行
（
旧
版
）
昭
和
1
4
年
～
1
6
年
頃
。
（
再
版
）

　
（
昭
和
5
1
年
７
月
1
0
日
）
に
お
い
て
（
資
料
５
・
６
・
７
）
も
碑
の

写
真
の
下
部
に
横
に
二
行
で
両
碑
の
配
置
表
示
を
注
記
し
て
い
る
。

　
次
に
両
氏
の
比
較
を
簡
単
に
行
な
い
、
両
氏
の
ま
と
め
を
し
て
表

示
す
る
。

　
　
〈
両
氏
の
比
較
〉

訪　中　　の　年

執府の尚43‾‾四回万回

ら高小安二‾7｀E等引史月九年
圧L1　こｊ

６に支研　年治

゛j□げ　前奏?
　　西一　、ヽ。　を安ご　治

(A)

足

立

喜

六

氏

浦川

よ影立年　年
刊万

(B)

闘

野

貞

氏

ＡＡ

㈲
長
安
史
蹟
の
研
究
　
足
立
喜
六
著
よ
り

大
慈
恵
寺
大
雁
塔
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
碑

大
慈
恵
寺
大
雁
塔
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑

序記碑　東（右）

　　（資料３）

序碑　西（左）

　　（資料４）
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写真の比較 著書の作成方法 著　書　名

　　　　○両他春序

者に？記
同見秦碑
じ　ら　？　の

でれ王落
あるが書

る落あき
゜書る部

　き　゜分
　は　　に

　○　○　　　　　　○い両写　　し自自

る碑真　た分分
゜を有　　もでの

　一りＦの実足
　つ　゜９　°測で
　一　　小　　し歩

　つ　引　てき　　　日　　、　でレ匹。

　て　　笏　書

Ｈ

レ
　　　　　　○古昔で他上序
い通あの記紀
こ写る落の碑
と真　゜書落の
にの　　き書落
な撮　　はき書

る影　両のき
゜は　　者み部
　Ｂ　　同な分

　が　　じ回に

　　　　　　　回　　　　（ｲ）
い両は両行はは　　他は
る碑な碑あ写写　　　人間
゜をいがる真真　　　が野
　一　゜写のの版　　　ま氏
　つ　　っみ下の　　　との
　－　　て　゜にみ　　　め講
　つ　　い　一で　　　た演
　写　　る　行で　　　も内
　与　］証　で回　　　穴享

1湊

川

Ｂ

大
慈
恵
寺
大
服
塔
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
碑

Ｂ

序記碑

（資料６）

慈恵寺大服塔(1)大唐三蔵聖教序碑(右)

　　　　　　　(2)大唐三蔵聖教序記碑(左)

　　　　　　　序　碑

　　　　　　　(資料5)
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関すに配置の両碑

る
太
宗
御
製
の
三
蔵
聖
教
序

碑
、
右
翁
に
は
永
徽
四
年
突

巳
十
二
月
十
日
に
建
て
た

　
「
尚
書
僕
射
上
柱
国
河
南
郡

開
国
公
臣
袷
遂
良
書
」
と
署

し
た
高
宗
御
製
の
三
蔵
聖
教

序
碑
が
嵌
ら
れ
て
居
る
。

※
但
し
、
こ
の
年
号
は
ま
ち
が
い

　
で
正
し
く
は
六
五
三
年
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
単
な
る
印
刷
ミ
ス
と
み

　
ら
れ
る
。

向
に
は
、
図
版
（
写
真
版
）

の
下
に
Ｐ
5
3
大
唐
三
蔵
聖
教

序
碑
（
右
）
、
Ｐ
5
4
大
唐
三
蔵

聖
教
序
記
碑
（
左
）
と
あ
る

だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
が
両
氏
の
比
較
で
あ
る
。

　
表
か
ら
帰
納
さ
れ
る
結
論
を
の
べ
る
と
、
実
在
の
両
碑
の
配
置
か

ら
見
て
関
野
貞
氏
が
誤
解
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
前

述
し
た
「
支
那
の
建
築
と
驀
術
」
の
西
遊
雑
信
下
（
Ｐ
7
8
9
、
Ｐ
7
9
0
）

の
中
で

　
　
本
編
は
其
の
最
初
に
誌
さ
れ
た
る
通
り
、
大
正
八
年
三
月
十
四

　
日
孟
買
日
本
人
倶
楽
部
に
於
て
講
演
せ
ら
れ
し
者
を
渡
欧
の
途
中

　
因
幡
丸
船
室
内
に
て
補
修
し
、
建
築
雑
誌
第
三
四
輯
第
四
〇
〇
号

　
（
大
正
九
年
四
月
）
に
掲
載
せ
ら
れ
し
者
に
し
て
、
其
後
一
部
に

　
訂
正
を
加
へ
て
ア
ル
ス
出
版
の
美
術
講
座
中
に
転
載
せ
ら
れ
た
。

　
其
の
巻
頭
に
次
の
如
く
誌
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
此
の
稿
は
去
る
大
正
八
年
三
月
孟
買
日
本
人
倶
楽
部
に
て
講
演

　
せ
し
者
を
渡
欧
の
途
上
因
幡
丸
船
室
内
に
て
更
に
補
修
し
、
建
築

　
雑
誌
第
四
〇
〇
号
に
掲
載
せ
し
者
で
あ
る
が
、
過
日
ア
ル
ス
よ
り

　
美
術
講
座
の
中
に
之
を
転
載
せ
ん
こ
と
を
交
渉
さ
れ
た
。
此
の
稿

　
は
多
忙
の
際
に
成
り
、
意
に
満
た
ざ
る
所
多
き
に
よ
り
何
時
か
研

　
究
し
て
詳
し
く
論
じ
て
見
た
い
と
思
っ
て
ゐ
た
。
併
し
目
下
多
忙

　
に
て
迪
も
其
の
暇
が
な
い
か
ら
巳
む
を
得
ず
多
少
の
訂
正
を
加
へ

　
て
其
の
需
に
応
ず
る
こ
と
と
し
た
。
内
容
の
疎
漏
杜
撰
の
黙
多
き

　
は
読
者
の
諒
察
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

と
あ
り
、
支
那
内
地
旅
行
談
（
Ｐ
ｍ
）
こ
の
本
の
終
り
に
な
る
が
、

　
　
本
編
は
昭
和
六
年
七
月
二
十
七
日
外
務
省
文
化
事
業
部
に
於
て

　
講
演
せ
ら
れ
し
も
の
の
筆
記
に
し
て
、
同
部
よ
り
印
刷
に
付
し
て

　
配
布
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
る
が
、
柏
誤
り
多
く
真
意
を
伝
へ
て
居

　
ら
ぬ
所
も
あ
る
の
で
、
編
者
に
於
て
多
少
の
訂
正
を
加
へ
、
一
部

　
内
容
を
削
除
し
て
茲
に
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

と
あ
る
。
又
支
那
の
碑
砺
に
関
し
て
、
支
那
碑
硝
の
様
式
の
末
尾

（
Ｐ
1
9
6
）
に

　
　
　
　
支
那
の
建
築
と
葡
術

　
　
支
那
の
碑
砺
に
関
し
て
は
最
後
の
病
床
に
於
て
令
息
に
口
授
し
、

　
文
部
省
主
催
書
道
講
習
会
に
代
誦
せ
し
め
ら
れ
し
講
演
の
草
稿

　
を
印
刷
に
付
し
「
支
那
碑
砺
形
式
ノ
変
遷
」
と
題
し
て
知
己
に
頒

　
た
れ
し
も
の
が
あ
る
が
、
本
書
に
は
範
囲
の
広
き
を
採
り
「
書
道

　
全
集
」
第
二
、
四
、
六
、
八
、
九
、
一
八
、
フ
几
の
各
巻
に
分
ち

　
執
筆
せ
ら
れ
し
も
の
を
集
め
、
仮
に
「
支
那
碑
硯
の
様
式
」
と
題

　
し
て
載
録
す
る
こ
と
と
し
た
。
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と
述
べ
て
い
る
様
に
、
こ
の
本
は
本
人
の
直
接
の
記
述
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
両
碑
の
配
置
に
お
け
る
過
ち
表
示
は
、
関

野
氏
の
誤
解
で
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
様
な
処
に
原
因
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
（
注
７
）

　
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
示
す
、
過
っ
た
配
置
表
示
を
し
た
著
書
の
グ

ル
ー
プ
が
皆
日
本
を
代
表
す
る
有
名
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の

関
野
氏
の
著
書
が
そ
れ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
こ

処
に
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
様
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
の
著
書
が
こ
ん
な
に

多
く
の
書
道
出
版
物
の
資
料
と
な
っ
た
の
か
も
問
題
と
な
る
。
だ
が

単
に
関
野
氏
の
著
書
が
総
べ
て
悪
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

関
野
氏
の
資
料
は
古
く
且
っ
素
晴
ら
し
い
処
は
多
く
あ
る
。
そ
の
Ｉ

つ
が
落
書
き
の
写
真
で
あ
る
。

　
　
〈
落
書
き
が
意
味
す
る
こ
と
〉

　
資
料
３
に
見
ら
れ
る
「
春
？
秦
？
王
」
の
落
書
き
部
分
は
資
料
６

に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
資
料
６
の
方
が
資
料
３
よ
り
古
い
時
に

写
真
を
撮
影
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
誰
も
が
一
度
は
足
立
氏
よ
り

関
野
氏
の
記
述
が
正
し
い
の
で
は
と
思
う
点
で
あ
る
。
仮
り
に
関
野

氏
の
記
述
が
正
し
い
と
し
た
上
で
は
、
資
料
６
か
ら
資
料
３
へ
の
間

に
お
い
て
両
碑
の
配
置
替
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
も

不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
嵌
め
こ
ま
れ
た
両
碑
を
見
、
他
の
落

書
き
部
分
が
両
写
真
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
も
し
仮
り

に
両
碑
の
配
置
替
え
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
落
書
き
部
分
は
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
あ
る
わ
け
が
な
く
、
破
損
さ
れ
る
は
必
定
で
あ
る
。
よ
っ

て
資
料
６
は
資
料
３
よ
り
古
く
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
配
置

替
え
は
否
定
さ
れ
る
。

　
現
在
の
一
層
南
門
に
両
碑
が
定
ま
っ
て
よ
り
現
在
ま
で
不
動
で
あ
っ

た
と
す
る
考
え
方
は
至
当
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
節
　
雁
塔
聖
教
序
の
配
置
に
関
す
る
三
分
類

　
次
に
両
碑
の
配
置
に
関
す
る
今
ま
で
の
記
録
や
著
書
研
究
さ
れ
た

も
の
を
管
見
の
範
囲
で
略
述
し
て
資
料
と
し
て
み
た
い
。

　
　
第
一
款
　
正
し
い
両
碑
の
配
置
を
示
す
解
説
書
群

　
こ
れ
は
西
側
、
序
碑
。
東
側
、
序
記
碑
を
示
す
配
置
群
の
こ
と
で
、

こ
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
諸
氏
は
実
際
に
両
碑
の
配
置
を
見
学
し
て

記
し
て
い
る
。

ｏ
長
安
史
蹟
の
研
究
二
（
頁
８
～
1
0

・
1
3
～
1
5
の
前
記
資
料
を
参
照
）

○
西
安
碑
林
の
解
説
部
分
、
解
説
5
3
－
5
6
唐
、
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑

　
　
（
発
行
所
講
談
社
・
発
行
日
昭
和
4
1
年
８
月
2
8
日
）
に
て
、
解
説

　
部
分
の
著
者
松
井
如
流
氏
は

5
3
１
5
6
　
唐
　
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑
（
服
塔
聖
教
序
）

　
　
　
　
袷
遂
良
書
　
永
徽
四
年
（
六
五
三
年
）
大
慈
恵
寺
大
服
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
×
九
八
・
五
㎝

　
　
こ
の
碑
は
、
太
宗
の
序
と
高
宗
の
記
と
二
石
で
あ
っ
て
、
大
雁

　
塔
の
南
門
の
左
右
の
寵
に
嵌
め
ら
れ
、
向
っ
て
左
の
寵
に
は
、
永

　
徽
四
年
（
六
五
三
年
）
歳
次
突
丑
十
月
己
卯
朔
十
五
日
突
巳
建
中

　
書
令
臣
精
遂
良
書
と
あ
る
太
宗
の
序
碑
、
題
額
は
隷
書
で
「
大
唐
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三
蔵
聖
教
之
序
」
と
書
き
、
碑
文
と
も
右
行
。
一
方
の
右
翁
に
は
、

　
永
徽
四
年
歳
次
突
丑
十
二
月
戊
寅
朔
十
日
丁
亥
建
尚
書
右
僕
射
上

　
柱
国
河
南
郡
開
国
公
臣
袷
遂
良
書
と
あ
る
高
宗
の
記
碑
、
題
額
に

　
は
篆
書
で
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
」
と
書
き
、
碑
文
と
も
左
行
。

　
つ
ま
り
こ
れ
は
、
左
右
対
照
の
形
式
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
袷
遂

　
良
の
官
名
の
ち
が
う
の
は
太
宗
の
序
に
は
、
太
宗
当
時
の
官
名
、

　
高
宗
の
記
に
は
、
永
徽
四
年
当
時
の
官
名
を
書
い
た
も
の
と
い
わ

　
れ
る
。
（
後
略
）
（
松
井
）

と
記
し
て
い
る
。

　
松
井
如
流
氏
は
、
昭
和
3
3
年
と
昭
和
3
6
年
に
中
国
を
旅
し
て
い
る
。

書
家
と
し
て
は
、
中
国
解
放
後
早
期
の
訪
中
で
あ
る
。

　
尚
、
本
著
書
「
西
安
碑
林
」
（
編
者
西
川
寧
）
の
図
版
に
は
配
置

に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
が
、
右
と
左
の
両
頁
に
渡
っ
て
縮
小
さ
れ

た
全
拓
と
、
原
寸
大
の
書
き
出
し
部
分
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

記
載
は
右
の
頁
に
序
碑
、
左
の
頁
に
序
記
碑
で
あ
り
、
松
井
氏
の
解

説
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
編
者
と
解
説
者
の
相
違
か
ら
な
っ
た

も
の
か
、
図
版
は
単
に
法
帖
に
示
さ
れ
る
順
位
と
し
て
右
か
ら
左
と

し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

ｏ
書
の
旅
（
発
行
所
二
玄
社
・
発
行
日
昭
和
5
8
年
１
月
2
0
日
）
に
て
、

著
者
宇
野
雪
村
氏
は

　
　
　
　
慈
恵
寺
と
華
清
池

　
　
唐
の
都
、
長
安
は
、
広
大
な
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
今
の
西
安
の
城
内
は
当
時
の
皇
宮
に
あ
た
る
と
い
う
か
ら
、
そ
の

大
き
さ
が
偲
ば
れ
る
。
（
以
下
中
略
）

　
南
面
す
る
入
口
の
左
右
に
入
口
に
似
た
窟
を
作
り
、
こ
こ
に
雁

塔
聖
教
碑
が
収
め
て
あ
る
。
窟
の
奥
行
は
そ
う
深
い
と
は
思
わ
な

か
っ
た
が
、
前
面
に
木
の
柵
が
施
し
て
あ
っ
て
中
に
入
れ
な
い
。

西
側
の
窟
に
太
宗
撰
文
の
雁
塔
聖
教
序
碑
、
東
窟
に
高
宗
撰
文
の

雁
塔
聖
教
序
記
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
建
立
当
時
は
最
上
層
に

あ
っ
た
の
を
、
再
築
の
際
こ
こ
に
移
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
両
碑

と
も
上
部
が
や
や
狭
く
な
っ
て
お
り
、
雁
塔
の
形
に
合
せ
た
よ
う

だ
。
序
碑
は
右
行
で
あ
る
が
、
記
碑
は
左
行
に
な
っ
て
い
る
。
黒

大
理
石
だ
と
い
う
。
石
の
肌
理
は
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
が
黒
光
り

し
て
い
る
。
碑
の
保
存
も
石
質
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。
刻
宇
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
袷
遂
良
書
、
万
文
詔
刻
な
ど
の
字
が
グ
ー
ッ
と

追
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
実
測
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
詳
し
い
著
録
は
あ
る
の
だ
か

ら
と
思
う
と
気
が
軽
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
序
碑
と
記
碑

が
東
西
ど
ち
ら
に
あ
る
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が

�皺･5
つ
い
た
。
私
な
ど
記
碑
が
碑
陰
の
状
態
だ
と
う
か
つ
に
も
考
え
て

慈恵寺配置図

い
た
。
そ
ん
な
ふ
う

に
考
え
て
い
た
の
が

ーお
か
し
い
の
だ
が
、

一
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記
碑
の
左
書
か
ら
き

て
い
た
の
か
も
し
れ

作な
い
。
両
側
に
立
っ

て
い
る
こ
と
は
何
回



と
な
く
読
ん
で
い
た
の
だ
が
。
改
め
て
関
野
博
士
の
「
支
那
碑
渇

の
様
式
」
を
読
ん
で
み
た
。

　
初
層
南
面
入
口
の
左
右
に
各
広
さ
四
尺
八
寸
四
分
、
深
さ
九
尺

二
寸
の
小
室
を
設
け
、
其
後
壁
に
沿
ひ
て
東
に
聖
教
序
碑
、
西

　
に
聖
教
序
記
碑
を
立
て
、
其
前
に
門
扉
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
、

　
今
は
唯
蹴
放
石
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
両
碑
は
形
式
同
大
に

　
し
て
黒
大
理
石
を
も
っ
て
作
ら
れ
、
方
践
の
上
に
立
ち
、
碑
身

　
下
広
く
上
狭
く
、
上
に
釈
迦
・
両
羅
漢
・
両
菩
薩
・
二
天
を
、

　
下
に
三
天
人
を
高
肉
刻
に
あ
ら
は
し
、
左
右
縁
に
雄
麗
な
る
宝

　
相
華
文
を
刻
し
、
碑
身
の
上
に
嫡
首
を
冠
す
、
技
巧
精
練
、
実

　
に
初
唐
碑
中
の
傑
作
で
あ
る
。
碑
身
広
さ
底
辺
に
於
て
三
尺
三

　
寸
、
頂
辺
に
於
て
二
尺
八
寸
六
分
、
高
さ
五
尺
八
寸
七
分
、
映

　
石
広
さ
三
尺
八
寸
四
分
、
高
さ
一
尺
三
寸
七
分
あ
り
。
（
支
那

　
の
建
築
と
芸
術
）

と
あ
る
。
旧
版
書
道
全
集
に
も
こ
の
文
が
あ
っ
た
と
思
う
。
何
に

よ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
河
出
書
房
の
定
本
書
道
全
集

の
雁
塔
聖
教
序
の
解
説
（
手
島
右
卿
氏
）
に
も
東
に
聖
教
序
、
西

に
聖
教
序
記
碑
が
あ
る
と
な
っ
て
い
る
。
新
版
書
道
全
集
の
解
説

（
内
藤
乾
吉
氏
）
も
同
様
で
あ
る
。

　
私
が
見
て
、
メ
モ
に
と
ど
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
序
が
西
に
あ
り
、

記
が
東
に
あ
っ
て
、
文
字
は
中
央
か
ら
左
右
に
開
い
て
い
く
形
に

読
め
る
配
列
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
の
だ
が
、
こ
う
し
た

先
人
の
記
録
を
見
る
と
自
分
が
怪
し
く
な
っ
て
、
過
日
西
川
団
長

に
聞
い
て
み
た
。
西
川
団
長
も
確
か
に
序
が
西
、
記
が
東
に
あ
っ

て
在
米
説
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
が
新
た
に
印
象
に

残
っ
た
と
の
話
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
配
置
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
序
と
記
の
西
東
逆
に
な
っ
て
い
る
の
は
関
野

博
士
の
思
い
違
い
か
、
或
い
は
後
に
改
め
ら
れ
た
の
か
ど
ち
ら
か

で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
私
は
関
野
博
士
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
と
思

－
う
の
だ
が
何
と
も
言
え
な
い
。

　
当
時
、
初
層
の
入
口
は
南
面
だ
け
で
、
東
・
西
・
北
は
士
で
閉

ざ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
今
は
完
全
に
開
け
ら
れ
て
お
り
、
四

方
ど
ち
ら
か
ら
で
も
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
西
安

の
碑
林
も
当
時
と
は
配
列
が
全
然
異
な
っ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る

か
ら
、
配
置
替
え
が
な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
と
も
か
く
。

　
　
　
　
　
　
　
－

こ
の
問
題
は
後
日
に
侯
つ
と
し
て
、
現
在
は
序
碑
は
西
に
、
記
碑

は
東
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

（
以
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
宇
野
氏
の
資
料
は
か
な
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
宇
野

氏
の
記
述
を
受
け
て
、
鬼
頭
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ｏ
一
碑
一
帖
中
国
碑
法
帖
精
華
第
二
十
巻
　
袷
遂
良
雁
塔
聖
教
序
の

　
解
題
（
発
行
所
東
京
書
籍
・
発
行
日
昭
和
5
9
年
４
月
3
0
日
）

　
解
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
　
頭
　
墨
　
峻

（
前
略
）
向
っ
て
右
、
す
な
わ
ち
東
側
に
述
聖
記
を
、
向
っ
て

-
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左
、
西
側
に
聖
教
序
を
嵌
め
込
ん
だ
。
平
凡
社
刊
『
書
道
全
集
』

八
巻
、
中
央
公
論
社
刊
『
書
道
芸
術
』
第
三
巻
で
は
、
東
側
・
右

に
聖
教
序
、
西
側
・
左
に
述
聖
記
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
九
七

五
年
の
第
二
回
中
国
書
道
参
観
団
の
団
員
と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ

た
時
の
メ
モ
で
は
、
右
・
東
側
に
記
、
左
・
西
側
に
序
と
記
録
し

て
あ
る
。
実
際
に
自
分
で
確
か
め
た
の
で
間
違
い
は
な
い
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
二
冊
の
本
が
共
に
全
く
逆
で
あ
る
の
で
不
安
に
な
り
、

正
し
い
両
碑
の
配
置
を
示
す
解
説
書
群

そ
の
他
の
本
を
見
た
が
そ
の
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
よ
う

や
く
宇
野
雪
村
先
生
の
『
書
の
旅
』
に
あ
っ
た
。
そ
の
本
の
中
で

も
請
資
料
が
現
在
の
配
置
と
は
逆
に
な
っ
て
お
り
、
御
自
分
の
記

録
が
怪
し
く
な
っ
た
、
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

逆
に
な
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
が
、
宇
野
先
生
が
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
配
置
替
え
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

西安碑林

　の解説

長安史蹟の

　研　究

著

書
名

松井　如流 足立喜六 著書

昭和41年8月28日 昭和８年12月 発行日

教と発向
之あ丑っ

序る十て
ニ太月左

と宗己の
書の卯癩

き序朔に
｀碑十は
碑　｀五　｀

文題日永

と額発徽
もは巳四

右隷建年
行書中⌒

゜で書六

　¬令五
　大臣三

　唐楷年．
　二進゛

　蔵良歳
　聖書次

碑中向
゜書　つ
　令て
　臣左
　袷の
　遂痛
　良に
　書は
　と永
　あ微

　る四
　太年
　宗。奈
　御西回

　製紀之
　の六こ
　三六呈

　蔵三う
　聖゛９
　牡

序

碑

牡Pに

て唐良日の九い言]ﾑｊ

万1にMい

なご口ぶ

嗇≒⊇ぶ]jj

に書碑上年Mに斜ぽ

寸匹

　パい

　縦で公戊

た書右
高僕痛
宗射に
御上は
製柱永
の国徴
二河四

蔵南年
聖郡突
散開巳
序国十
記公二
碑臣月

が袷十
嵌遂日
め良に
ら書建
れ乙て

てとた
ヅ‰

序

記

碑
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　中國碑法帖

　精華第20巻
袷遂良雁塔聖教序

　　の解題

書　の　旅

鬼頭　墨峻 宇野　雪村

昭和59年４月30日 昭和58年１月20日

向
か

て
左

西
側

に
聖
教

序
を
嵌
め
込　　－

ん
だ

※

く
わ
し

く

は
本
文

P

11
　ゝ

P
12
を

参
照

　○

※　　向

く　　か
わ　　っ

し　　て
く　　右

は　　　｀
本　　す
文　　な

Ｐ　　わ

12　　ち

　｀　　東
Ｐ　　側

13　　に

を　　述
参　　聖

照　　記　ｏ　　を

　
　
第
二
款
　
現
在
の
配
置
と
異
な
る
見
解
の
解
説
書
群

　
次
に
、
現
在
の
配
置
と
異
な
る
東
側
、
序
碑
。
西
側
、
序
記
碑
を

示
す
配
置
群
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
て
み
る
。
こ
の
見
解
の
諸
説
群

は
、
関
野
貞
氏
の
著
書
を
資
料
と
し
て
記
述
し
た
か
、
そ
の
記
述
し

た
著
書
を
基
に
し
て
記
述
し
た
解
説
著
書
と
推
察
出
来
る
。

　
関
野
・
足
立
両
氏
が
訪
中
し
て
い
た
年
代
と
違
い
年
が
過
ぎ
る
と

共
に
世
界
の
情
勢
が
悪
く
な
り
、
中
国
へ
の
旅
行
は
困
難
と
な
っ
た
。

Ｔ
几
七
二
年
（
昭
和
4
7
年
）
日
中
友
好
条
約
に
関
す
る
提
携
ま
で
両

氏
の
著
書
が
貴
重
な
文
献
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
特

に
関
野
氏
は
何
度
も
短
期
の
旅
行
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
旧
書
道
全

集
で
の
執
筆
等
数
多
く
の
解
説
、
論
文
を
残
し
て
い
る
。
従
っ
て
書

道
界
な
ら
び
に
書
道
出
版
関
係
書
の
執
筆
家
グ
ル
ー
プ
に
与
え
た
影

響
が
大
き
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
も
る
。

　
そ
の
配
置
群
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

ｏ
支
那
の
建
築
と
芸
術
（
資
料
５
～
７
の
前
記
資
料
を
参
照
）

ｏ
支
那
文
化
史
蹟
９
・
中
国
文
化
史
蹟
９
（
資
料
の
前
記
資
料
を
参

　
照
）

ｏ
定
本
書
道
全
集
第
６
巻
（
注
Ｈ
）
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ｏ
書
道
全
集
８
・
中
国
８
唐
ｎ
（
発
行
所
平
凡
社
・
発
行
日
昭
和
3
2

　
年
１
月
2
0
日
）
に
て
、
記
事
部
分
に
お
け
る
著
者
内
藤
乾
吉
氏
は

　
　
　
1
4
－
2
1
　
雁
塔
聖
教
序

　
　
　
　
　
袷
遂
良

　
　
　
　
　
永
徽
四
年
（
六
五
三
）

　
　
　
　
　
拓
本
二
四
・
五
×
一
四
・
三
糎

　
　
（
前
略
）
そ
の
際
、
最
下
層
の
南
面
の
門
の
両
側
に
小
室
を
作

　
り
、
聖
教
序
碑
を
東
側
に
、
述
聖
記
碑
を
西
側
に
嵌
め
こ
ん
だ
の

　
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
以
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。

ｏ
清
雅
堂
本
袷
遂
良
雁
塔
聖
教
序
（
発
行
所
精
雅
堂
・
発
行
日
昭
和

　
4
1
年
７
月
1
0
日
）
の
解
説
部
分
「
雁
塔
聖
教
序
に
つ
い
て
」
に
て
、

　
著
者
藤
原
楚
水
氏
は

　
　
　
雁
塔
聖
教
序
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
博
士
　
　
藤
　
原
　
楚
　
水

　
　
雁
塔
聖
教
序
は
袷
遂
良
の
楷
書
の
中
で
も
、
特
に
尤
も
す
ぐ

れ
た
劇
蹟
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
雁
塔
聖
教
序
は
、
唐
の
太
宗
の
聖
教
の
序
文
と
、
高
宗
の
記
と

を
併
せ
刻
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
は
序
記
と
い
ふ
べ
き

で
あ
る
が
、
一
般
に
序
と
い
ひ
記
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

題
し
て
雁
塔
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
序
の
刻
石
が
映
西
省
長
安
の
慈

　
恩
寺
の
雁
塔
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
雁
塔
と
い
ふ
の
は

　
塔
の
雅
名
で
あ
り
、
こ
の
塔
は
唐
の
永
徽
中
、
玄
奘
法
師
の
造
立

　
せ
し
も
の
と
い
は
れ
る
。
そ
の
塔
の
右
の
壁
に
は
太
宗
の
序
文
、

　
左
の
壁
に
は
高
宗
の
記
を
刻
し
た
石
が
嵌
め
こ
ま
れ
て
あ
る
。
そ

　
し
て
序
文
の
方
は
右
方
よ
り
文
を
起
し
て
左
方
に
向
っ
て
順
を
追

　
う
て
書
し
、
記
は
左
方
よ
り
文
を
起
し
て
右
方
へ
向
っ
て
書
し
て

　
あ
り
、
そ
の
文
字
の
大
き
さ
も
序
は
や
や
小
さ
く
、
記
は
字
体
が

　
大
き
い
。
（
以
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。

右
・
左
の
言
い
方
は
曖
昧
で
あ
る
。
こ
れ
に
東
か
西
か
の
説
明
が
っ

け
ば
別
で
あ
り
、
又
『
塔
に
向
っ
て
』
の
説
明
も
な
く
「
そ
の
塔
の
…
」

で
は
「
塔
か
ら
見
て
」
の
意
に
も
取
れ
る
。
私
は
文
字
通
り
太
宗
の

序
文
を
塔
に
向
っ
て
右
の
壁
と
理
解
し
た
。
故
に
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

収
め
た
の
で
あ
る
。

○
中
国
書
道
史
（
出
版
社
木
耳
社
・
発
行
日
昭
和
4
2
年
３
月
1
0
日
）

に
て
、
真
田
但
馬
氏
は

　
　
　
雁
塔
聖
教
序
Ｐ
1
9
2

　
　
　
　
（
前
略
）
高
宗
の
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
玄
奘
は
西
域
か
ら

　
将
来
し
た
経
像
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
境
内
に
五
級
の
駈
塔
の

　
建
造
に
着
手
し
、
二
年
の
歳
月
を
費
し
て
成
っ
た
と
い
う
。
そ
の

　
時
に
こ
の
Ｉ
室
に
お
く
た
め
に
序
記
が
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
序
は
永
徽
四
年
十
月
十
五
日
の
建
、
記
は
同
じ
く
十
二
月
十
日
の

　
建
で
あ
る
。
の
ち
長
安
年
中
に
現
在
の
七
層
の
塔
に
改
造
し
、
そ

　
の
最
下
層
の
南
面
の
門
の
両
側
に
小
室
を
作
り
、
東
側
に
序
、
西
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側
に
記
を
は
め
こ
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
（
以
下
略
）

と
記
し
て
い
る
。

ｏ
書
道
芸
術
（
出
版
社
中
央
公
論
社
・
発
行
日
昭
和
5
5
年
２
月
2
5
日
）

　
の
第
三
巻
唐
太
宗
、
虞
世
南
・
欧
陽
洵
、
祐
遂
良
に
て
、
記
事

　
部
分
に
お
け
る
著
者
日
比
野
文
夫
氏
は

－
　
　
雁
塔
聖
教
序
　
Ｐ
ｍ

　
　
　
精
進
良

　
　
　
永
徽
四
年
（
六
五
三
）

　
　
　
拓
本
（
末
拓
）

　
　
　
2
3
・
５
Ｘ
1
4
・
９
㎝

　
　
　
東
京
国
立
博
物
館

　
　
（
前
略
）
聖
教
序
碑
の
末
に
は
「
永
徽
四
年
歳
次
突
丑
十
月
己

卯
朔
十
五
日
突
巳
建
中
書
令
臣
精
遂
良
書
」
、
述
聖
記
碑
の
末
に

は
「
永
徽
四
年
歳
次
突
丑
十
二
月
戊
寅
朔
十
日
丁
亥
建
尚
書
右
僕

筒

介

　
射
上
柱
国
河
南
郡
開
国
公
臣
袷
遂
良
書
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
前

　
者
は
向
っ
て
右
か
ら
左
へ
、
後
者
は
逆
に
左
か
ら
右
へ
書
か
れ
て

　
い
る
の
は
、
並
べ
て
立
て
た
と
き
左
右
対
照
に
な
る
よ
う
に
し
た

　
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
二
碑
は
初
め
塔
の
上
層
に
石
室
を
作
り
、
そ
こ
に
南
面
し

　
て
立
て
ら
れ
た
と
い
う
が
、
の
ち
則
天
武
后
の
と
き
今
日
の
よ
う

　
に
七
層
塔
に
改
築
さ
れ
、
そ
の
最
下
層
の
南
面
両
側
に
凹
み
を
作
っ

　
て
嵌
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
向
っ
て
右
、
す
な
わ
ち
東
側
が

　
聖
教
序
碑
、
向
っ
て
左
、
す
な
わ
ち
西
側
が
述
聖
記
碑
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
（
以
下
略
）

ｏ
歴
代
法
書
草
英
（
上
海
書
画
出
版
）
唐
袷
遂
良
雁
塔
聖
教
序
の
簡

　
介
（
発
行
所
新
華
書
店
上
海
発
行
所
・
発
行
日
Ｔ
几
八
〇
年
（
昭

　
和
5
5
年
９
月
）
に
て
次
の
資
料
が
あ
る
が
、
木
簡
介
は
右
記
の
書

　
物
の
末
部
に
あ
り
、
そ
の
部
分
に
は
解
説
者
の
明
記
は
な
い
。

角
雁
塔
蚤
教
序
￥
タ
在
今
西
安
市
南
郊
慈
恵
寺
大
雁
塔
ｏ
岑
□
末
ヽ
西
竟
各
立
こ
１
均
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鎗
７
丁
疹
″
女
凹
み
不
永
微
四
奮
・
。
（
山
八
五
コ
ー
）
ｏ
士
や
春
・
濁
‐
四
回
疋
‘
君
大
み
不
一
哨
‥
《
大
慶
こ
‘
一
‘
佩
蚤
教
疼
４
ｏ
正
名
・
二
十



こ
釘
タ
行
四
十
二
字
タ
文
左
行
ｏ
額
家
令
八
字
ｏ
西
竟
肖
是
唐
高
宗
力
太
子
吋
所
制
４
太
唐
、

皇
帝
き
二
菰
蚤
教
序
記
″
ｏ
正
令
二
十
行
タ
行
間
十
字
タ
文
右
行
ｏ
顛
策
令
八
字
ｏ
「
序
」
与
「
妃
」

都
是
諸
遂
良
令
タ
万
文
匍
刻
字
ｏ
「
妃
」
的
字
比
「
序
」
的
字
梢
大
ｏ

　
　
唐
高
僧
玄
奘
法
輝
去
印
度
半
島
猪
国
求
佛
経
夕
折
尽
痕
辛
ｏ
　
ｉ
４

４
９
１
７１

９

＆
Ｍ
Ｗ
４
４
’

面
作
ａ

　
　
諸
遂
良
（
五
九
六
－
－
六
五
八
戒
六
五
九
）
字
登
善
タ
栽
糖
（
今
浙
江
杭
州
）
人
９
　
〃

作
田
雇
（
今
河
南
島
蚕
）
人
ｏ
唐
朝
兆
出
令
法
家
ｏ
太
宗
時
折
任
起
居
郎
・
タ
像
涙
大
夫
ｏ
累

官
至
中
帛
・
令
ｏ
高
来
即
位
タ
封
。
河
南
郡
公
タ
任
尚
令
右
訃
射
タ
世
称
「
猪
河
南
」
ｏ
其
令
初
学

虜
、
欧
タ
后
法
右
旱
ｏ
正
令
溝
返
古
雅
タ
微
奈
東
急
面
白
虚
ご
家
タ
対
后
世
影
哨
板
太
ｏ

　
　
；
雁
塔
蚤
教
序
ｗ
是
猪
布
代
表
作
之
一
〇
進
一
拓
本
墨
色
況
静
タ
字
口
清
晦
Ｉ
「
序
」
里
「
威

重
」
的
「
重
」
字
右
上
角
未
損
タ
「
槌
舎
類
千
二
二
連
」
的
「
頬
」
字
「
頁
」
下
右
点
未
損
タ
「
隻

千
古
面
元
対
」
的
「
千
」
字
横
刻
右
上
元
勅
痕
タ
是
哨
時
精
拓
佳
本
ｏ

○
中
国
の
美
術
②
書
蹟
（
編
者
中
田
勇
次
郎
氏
・
発
行
所
淡
交
社
・

発
行
日
昭
和
5
7
年
５
月
2
4
日
）
の
「
3
8
雁
塔
聖
教
序
」
に
て
、
杉
村

邦
彦
氏
は
、

3
8
　
雁
塔
聖
教
序
　
袷
遂
良
　
　
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拓
本
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵

　
　
　
（
中
略
）
則
天
武
后
の
と
き
、
七
層
の
塔
に
改
築
さ
れ
た
の
で
、

　
そ
の
最
下
層
の
南
面
両
側
に
凹
み
を
作
っ
て
嵌
入
さ
れ
た
。
向
か
っ

　
て
右
、
す
な
わ
ち
東
側
に
序
が
あ
り
、
向
か
っ
て
左
、
す
な
わ
ち

　
西
側
に
記
が
あ
る
。
（
以
下
略
）
　
（
杉
村
）

と
記
し
て
い
る
。
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ｏ
中
国
法
書
道
雁
塔
聖
教
序
（
発
行
社
二
玄
社
・
発
行
日
昭
和
6
2
年

　
1
2
月
1
0
日
）
に
て
、
角
井
博
氏
は

　
　
　
　
解
説
（
Ｐ
5
7
）

　
　
　
（
前
略
）
初
層
南
面
入
口
の
東
に
序
碑
、
西
に
序
記
碑
を
嵌
入

　
し
た
。
雁
塔
聖
教
序
と
は
、
こ
の
二
碑
を
合
わ
せ
て
の
呼
称
で
あ

　
る
。
（
以
下
略
）

と
記
し
、
同
氏
は
次
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

ｏ
法
書
が
イ
ド
雁
塔
聖
教
序
（
発
行
社
二
玄
社
・
発
行
日
昭
和
6
2
年

　
1
2
月
1
0
日
）
に
て
も
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

現
在
の
配
置
と
異
な
る
見
解
の
解
説
書
群

雁
塔
聖
教
序

角
　
井

博

唐
時
代
の
古
都
長
安
、
今
の
陳
西
省
西
安
市
街
の
南
郊
に
、
慈

恩
寺
の
大
雁
塔
が
高
く
聳
え
立
っ
て
い
る
。
そ
の
最
下
層
南
面
人

口
の
東
西
に
、
「
大
唐
三
蔵
聖
教
之
序
」
、
「
大
唐
三
蔵
聖
教
序
記
」

　
の
二
碑
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
が
、
雁
塔
聖
教
序
と
は
、
こ
の

二
碑
を
合
わ
せ
て
の
呼
称
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
初
層
南
面
人
口
の
両
側
に
凹
み
の
寵
（
小
室
）
を
設
け
、
そ
の

後
壁
に
沿
っ
て
、
東
に
聖
教
序
碑
、
西
に
聖
教
序
記
碑
を
嵌
入
し

一38

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
太
宗
御
製
の
序
、
高
宗
御
製
の
序
記
は
、
共
に
貞
観
二

十
二
年
に
成
っ
た
が
、
両
碑
が
作
ら
れ
た
の
は
、
五
年
後
の
永
徽

四
年
（
十
月
十
五
日
・
十
二
月
）
　
（
後
略
）

　支那の建築と

　藤　　術

(支那碑砺の様式)

著

書

名

関野　　貞 著者

昭和6年7月27日 発行日

；
ｌ

序

碑

Ｓ
Ｅ
Ｉ

て

序

記

碑



中国書道史

西安碑林

　の図版

　清雅富本

袷遂良雁塔聖

教碑の解説部分

書道全集８

中国８唐IIの

　記事部分

定　　本

書道全集

　第６巻

支那文化史蹟９

（中国文化

　　史蹟９）

真田　但馬 西川　　寧 藤原　楚水 内藤　乾吉 手嶋　右卿 関野　　貞

昭和42年3月10日 昭和41年8月28日 昭和41年7月10日 昭和32年1月20日 昭和29年7月20日
昭和14年～16年

(昭郎8年10月再版)

嵩斥

Ｈ

説位
Ｕ

い　っ
を　て
レ

　※　　のパUI

言レg

勁1?

詣y1

プ昧　宗
昌彦

昌汽

い　｀
只

管

聖手

宍

東呆
ｉ
；

　慈慈
※恩恵

拓寺寺
本

。大大
図雁雁

宿場塔

の（1）（1）
位大大

置唐唐

を三三
示蔵蔵

し聖聖
て教教

い序序

る記碑
カ?‰

で左本

あ｀゛。、
る　　右
○　　心

西
側

に
記
を
は
め
こ
ん

だと
い
わ
れ

る　○

左

の壁

に
は
一
両宗

の記
を
刻
し

た
石

が
嵌
め
こ
ま
れ
て
あ

る
　○

で述
あ聖
る記

　゜碑

　　を　　西
　　側

　　に
　　嵌
　　め
　　こ
　　ん
　　だ
　　の

　　で
　　あ

　　る　　と
　　い

　　う
　　こ
　　と

宍

の§

碑

(2)(2)
大大
唐唐
一一一　一一一口

諮
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法書ガイド

雁塔聖教序

中国法書選

雁塔聖教序

中国の美術②

　　書蹟の

　解説部分

歴代法書草英

　唐袷遂良

雁塔聖教序の簡介

　書道芸術

第三巻のl課部分

角井　　博 角井　　博 杉村　邦彦
解説者明記なし

(上海書画出版社)
日比野文夫

1987年12月10日 1987年12月10日 昭和57荊月24日 謳‰ 昭和50年9月20日

東¬そ
に大の
聖唐最教三下

序蔵層
碑聖南
｀教面

　序入
　記口
　に　の
　の東
　討

　が　｀　n

　込づ　N

　付

　亘

　Ｅ　｀

忽
詣合
作1
宍

向

つ
て
右

　ゝ
す

な

わ
ち
東

側

に
序

が
あ
り

　ゝ

妥布
引

い

！　制

向

つ
て
右　ゝ
す
な

わち
東
側

が聖
教
序

碑
　ゝ

西

に聖
教
序
記
碑
を

嵌
入
し
た
の
で
あ

る
　○

雁西
塔に
聖序

教記
忖

は嵌
　｀人
こ　し
の　た
一　〇
一碑

を合

わせ
て

の
呼
称
で
あ
る

回

]ｽﾞｼ
ゝ
すｊ

晶

但

記で

元

郷

郷

二　宗
蔵　カ
郷

tn

°制

向

つ
て

左
　ゝ
す
な

わ
ち西
側

が
述聖
記
碑

で
あ

る
　○

　
　
第
三
款
　
両
碑
の
配
置
に
関
し
て
曖
昧
な
る
表
現
の
解
説
書
群

　
次
に
、
両
碑
の
配
置
に
つ
い
て
ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
表
現
、
曖

昧
な
表
現
、
説
明
と
図
示
が
異
な
る
も
の
の
解
説
群
を
紹
介
す
る
。

　
こ
こ
で
は
次
の
三
著
書
を
紹
介
し
た
が
、
両
碑
を
「
三
蔵
聖
教
序
」

「
三
蔵
聖
教
序
記
」
と
な
ら
べ
「
左
右
に
嵌
入
さ
れ
」
と
言
う
と
正

し
い
配
置
と
な
る
が
、
普
通
は
「
右
左
」
と
呼
ば
ず
、
正
し
い
と
言

40



う
よ
り
曖
昧
な
言
い
方
で
避
け
た
様
に
も
と
れ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
で
、
そ
の
表
示
に
お
け
る
著
者
の
努
力
が
そ
れ

ぞ
れ
に
感
じ
て
く
る
の
は
私
一
人
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
両
碑
の
配
置
に
関
し
て
曖
昧
な
る
表
現
の
解
説
書
群
）

　
配
置
表
示
に
お
い
て
は
、
ど
う
で
も
よ
い
と
言
う
問
題
で
は
な
い
。

正
し
い
配
置
の
表
示
の
上
で
両
碑
を
見
な
け
れ
ば
総
べ
て
が
狂
い
始

め
て
く
る
。
正
し
い
配
置
表
示
の
上
で
こ
そ
雁
塔
聖
教
序
を
論
ず
る

こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

書聖名品選集７

禎遂良樹咬教序

書跡名品叢刊

　唐楷遂良

　雁塔聖教序

　書　　苑

第5巻第10号

著

書

名

桃山　孵介 前本　薔竹 瓶　　重 著者

1986年5月20日 1959年3月31日 1941年10月1日 発行日

そ

し

て
塔

の
南
面

に
太

宗

の

¬
一一
一蔵

聖
教

序
こ

と
一応
宗

の

‾‾¬一
=J一蔵

聖
教

序
記
1＿

が
左

右

に
嵌
入

さ
れ

る
－
Q.
と

に
な

り
ま
し

た

るつ序
わ　ま　と

け　り　序
で　｀記

あ序と
る　と　の

゜序二
　記石

　と　に
　は分

　行れ

　がて
　逆　い
　に　る
　な　ｏ

　つ序

　て　は
　い右

　て　よ

　｀　り
　二左
　石へ
　討

　対逐

　さ　い
　せ　｀

　た序
　時記

　｀　は
　中左
　央か

　か　ら

　ら　右
　見へ

　て　と
　同行

　じ　を
　方逐

　向　つ

　に　て
　行刻

　の　さ
　流れ

　れて

　が　い
　見　る

　え　゜

に聖こ
あ教れ

り序序
○　ゝ　と
序今記
紀　｀と
｀西を宍卜j

に　の二
分南碑

ち六に
｀百分
乗里刻

西。し両此　ヽ

痛里慈
之数恩

を恐寺
覆ら塔へ　く　下

り　は　に
゜誤お序あい

は　ら　て
右ん乗
行　｀西

に雍両
し州痛
k日諸

芸仁t

行十之
に五を
す里置

゜　に　け
　作　り　れ　ｏ
　り

　の
　慈
　恩
　寺
　塔　下

　
第
二
章
　
雁
塔
聖
教
序
の
正
し
い
配
置
表
示
よ
り
く
る
諸
問
題

　
正
し
い
両
碑
の
配
置
表
示
の
上
に
て
考
え
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
記
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
話
を
進
め
る
上
に
お
い
て
、
位

置
や
方
向
に
お
け
る
順
位
に
つ
い
て
考
え
、
高
宗
皇
帝
の
立
地
の
方

向
へ
と
話
を
進
め
る
。
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第
一
節
　
位
置
や
方
向
に
お
け
る
順
位
の
問
題

　
　
〈
「
左
右
」
「
東
西
南
北
」
よ
り
考
え
る
〉

　
　
（
注
９
）
の
様
に
、
「
左
右
」
に
つ
い
て
の
順
位
は
時
代
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
碑
が
書
か
れ
、
建
て
ら
れ
た
の
は
永
徽

年
間
・
唐
で
あ
る
か
ら
「
尚
レ
左
」
で
左
が
優
位
と
な
る
。
問
題
は

こ
の
時
、
皇
帝
が
ど
の
方
向
を
向
い
て
こ
の
両
碑
を
定
め
た
か
に
な

る
。
　
（
注
1
0
）
の
様
に
「
天
子
南
面
」
が
あ
る
。
左
右
は
時
代
荷

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
「
天
子
南
面
」
は
古
来
変
化
し
て
い
な

い
。
　
皇
帝
は
宮
殿
に
お
い
て
北
か
ら
南
を
向
い
て
臣
下
に
会
し
た
。
資

料
８
の
様
に
宮
殿
も
北
に
位
置
し
、
北
か
ら
南
を
向
い
て
い
る
。
故

に
北
は
南
よ
り
上
位
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
皇
帝
か
ら
見
て
左
は
右
よ
り
上
位
で
あ
る
か
ら
、
東
が
西
よ
り
上

位
と
な
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と

ｏ
左
は
右
よ
り
上
位

○
北
は
南
よ
り
上
位

○
東
は
西
よ
り
上
位

と
な
る
。

　
第
二
節
　
高
宗
皇
帝
が
向
い
た
方
向

　
　
「
正
し
い
両
碑
の
配
置
表
示
に
お
い
て
、
高
宗
皇
帝
が
ど
ち
ら
を

向
い
て
両
碑
を
定
め
た
か
。
」
の
問
題
を
考
え
て
み
る
。

　
問
題
は
、
宮
殿
と
同
じ
よ
う
に
高
宗
皇
帝
が
南
面
し
て
立
っ
た
の

か
、
大
服
塔
の
方
に
敬
意
を
表
し
て
立
っ
た
の
か
と
な
る
。

北中国帝都の平面図型

　中国の帝都

東
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こ
れ
は
、
両
碑
の
位
置
の
上
位
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
両
皇

帝
の
上
位
を
決
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。

　
資
料
９
の
様
に
大
服
塔
も
南
面
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
上
に
た
ち

次
の
二
っ
の
仮
説
を
立
て
て
み
た
。
仮
説
（
一
）
、
高
宗
皇
帝
が
大

服
塔
に
向
っ
て
立
つ
　
仮
説
（
二
）
、
高
宗
皇
帝
が
宮
殿
と
同
じ
向
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き
に
立
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
、
高
宗
皇
帝
の
大
雁
塔
に
対

す
る
感
情
や
思
い
の
内
容
に
よ
っ
て
定
ま
る
で
あ
ろ
う
。
感
情
の
内

容
に
た
ち
入
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
は
若
干
危
険
で
あ
る
が
、
述
べ

て
み
た
い
。

　
　
　
仮
説
（
一
）

　
高
宗
皇
帝
が
大
雁
塔
に
向
っ
て
立
つ
と
し
て
み
た
場
合
、
高
宗
皇

帝
が
亡
き
母
文
徳
皇
后
の
追
福
と
三
蔵
法
師
の
業
績
を
称
え
る
大
服

塔
に
敬
意
を
表
し
て
、
太
雁
塔
に
向
っ
て
立
つ
こ
と
と
な
る
。

　
太
雁
塔
に
向
っ
て
立
つ
と
方
向
は
南
か
ら
北
に
向
っ
て
両
碑
を
定

め
た
こ
と
と
な
り
、
左
が
上
位
と
な
る
か
ら
両
碑
の
上
位
は
西
側
の

「
序
碑
」
と
な
る
。
上
位
に
あ
た
る
左
に
亡
き
父
太
宗
の
作
っ
た
文

「
序
碑
」
を
建
て
、
次
に
高
宗
自
ら
が
作
っ
た
文
「
序
記
碑
」
を
右

に
建
て
た
。

　
皇
帝
は
父
太
宗
に
尚
敬
意
を
表
し
「
序
碑
」
は
通
常
の
碑
型
を
と

り
、
行
の
移
行
も
碑
文
・
題
額
共
に
右
か
ら
左
へ
と
進
め
た
。
対
し

て
「
序
記
碑
」
は
逆
の
碑
型
を
と
り
、
行
の
移
行
を
碑
文
・
題
額
共

に
左
か
ら
右
へ
と
進
め
た
。
た
だ
高
宗
皇
帝
が
総
べ
て
下
位
に
く
だ

る
こ
と
も
い
か
ず
、
常
に
父
太
宗
を
上
位
に
据
え
な
が
ら
も
両
皇
帝

の
比
重
を
保
つ
た
め
、
題
額
の
書
体
に
お
い
て
「
序
碑
」
を
隷
書
、

「
序
記
碑
」
を
篆
書
と
し
た
。
こ
の
篆
書
額
も
碑
同
様
に
行
を
逆
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
く
ま
で
も
太
宗
上
位
の
形
は
崩
さ
な
か
っ

た
。

　
　
　
仮
説
（
二
）

　
高
宗
皇
帝
が
大
服
塔
を
背
に
宮
殿
と
同
じ
向
き
（
北
か
ら
南
へ
）

に
向
っ
て
立
つ
と
し
て
み
た
場
合
。
親
に
対
す
る
敬
意
よ
り
、
大
服

塔
を
背
に
し
て
自
分
の
権
力
の
象
徴
と
し
て
大
服
塔
を
と
ら
え
、
両

碑
を
建
て
た
こ
と
に
な
る
。
大
雁
塔
は
宮
殿
と
同
じ
役
割
り
を
す
る

こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
場
合
、
両
碑
の
上
位
は
左
に
あ
た
る
東
側
の
「
序
詞
碑
」

と
な
る
。
「
序
詞
碑
」
は
「
左
右
」
　
「
東
西
南
北
」
の
両
関
係
で
も
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上
位
を
務
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
父
太
宗
の
亡
き
後
、
高
宗
皇
帝
と
し
て
太
宗
よ
り
上
位
を
主
張
す

る
意
志
が
前
面
に
強
く
出
て
く
る
。
現
皇
帝
と
亡
き
皇
帝
の
上
位
に

関
す
る
論
議
が
急
浮
上
す
る
。
両
碑
の
配
置
に
お
い
て
、
皇
帝
と
皇

帝
を
と
り
ま
く
臣
下
た
ち
の
苦
労
が
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
表
立
っ
た

上
位
関
係
の
論
議
に
な
ら
ぬ
様
、
そ
し
て
現
皇
帝
を
軽
ん
ず
こ
と
が

な
い
事
、
こ
れ
を
一
番
と
し
て
生
ま
れ
た
資
料
１
の
両
碑
の
配
置
、

上
位
入
り
混
じ
る
苦
肉
之
策
。
こ
れ
が
、
太
宗
の
通
常
の
碑
型
に
対

し
て
、
碑
文
・
題
額
共
に
左
か
ら
右
へ
と
移
行
さ
せ
る
新
し
い
碑
型

と
さ
せ
た
。
又
、
題
額
も
篆
書
を
使
用
さ
せ
た
。

　
　
　
仮
説
（
一
）
　
（
二
）
の
ま
と
め

　
以
上
正
し
い
両
碑
の
配
置
の
上
で
二
つ
の
仮
説
を
建
て
て
高
宗
が

大
雁
塔
に
向
っ
て
ど
の
よ
う
に
立
っ
た
か
を
考
え
て
み
た
。

　
太
宗
の
決
断
に
よ
っ
て
、
兄
を
退
け
李
治
（
太
宗
第
九
子
）
が
皇

太
子
と
な
り
、
太
宗
の
次
の
皇
帝
高
宗
と
な
っ
た
経
緯
か
ら
見
て
仮

説
（
二
）
は
時
期
早
し
だ
ろ
う
。
も
し
仮
説
（
二
）
が
成
立
す
る
時

と
言
え
ば
、
精
進
良
が
左
遷
さ
れ
る
頃
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、
揮

毫
者
精
進
良
の
雁
塔
聖
教
序
自
体
の
存
在
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
過
っ
た
両
碑
の
配
置
の
上
で
は
こ
の
仮
説
（
二
）
的
思

考
の
要
因
が
強
く
。
仮
説
（
二
）
を
正
と
す
る
と
過
っ
た
両
碑
の
配

置
が
正
統
性
を
お
び
て
く
る
。
又
、
現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
雁
塔
聖

教
序
の
拓
本
の
本
や
原
拓
の
本
の
順
序
も
訂
正
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
。

　
正
し
い
両
碑
の
配
置
に
お
い
て
は
仮
説
（
一
）
の
正
統
性
は
強
い

だ
ろ
う
。
位
置
や
方
向
に
お
け
る
順
位
の
問
題
が
雁
塔
聖
教
序
に
と
っ

て
重
要
な
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
第
三
節
　
碑
面
の
上
に
お
い
て
見
ら
れ
る
問
題

　
位
置
や
方
向
に
お
け
る
順
位
は
、
「
左
右
」
「
東
西
南
北
」
「
高
宗

が
立
つ
位
置
」
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
来
た
。
こ
の
こ

と
は
雁
塔
聖
教
序
の
碑
面
（
文
章
の
展
開
や
、
文
字
の
表
現
）
に
お

い
て
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。

　
そ
の
Ｉ
つ
が
次
に
示
す
石
碑
を
揮
毫
し
た
袷
遂
良
の
名
前
の
位
置

で
あ
る
。
正
し
い
両
碑
の
配
置
表
示
の
確
認
も
含
め
て
話
を
進
め
る
。

　
　
第
一
款
　
襖
遂
良
の
名
前
が
位
置
す
る
問
題

　
資
料
Ｉ
に
示
し
た
正
し
い
両
碑
の
配
置
か
ら
両
碑
の
襖
遂
良
の
名

前
の
位
置
と
、
序
記
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
碑
文
の
刻
者
萬
文
昭
の
名

的
の
位
置
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
西
の
序
碑
に
お
い
て
は
文
が
右
か
ら
左
へ
と
移
行
し
て
い
る
の
で
、

序
碑
の
左
隅
に
袷
遂
良
の
名
前
は
位
置
す
る
。
東
の
序
記
碑
に
お
い

て
は
文
が
左
か
ら
右
に
移
行
し
て
い
る
の
で
、
序
記
碑
の
右
隅
に
祐

遂
良
の
名
前
は
位
置
し
、
そ
の
下
に
刻
者
萬
文
昭
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
上
か
ら
見
て
、
袷
遂
良
の
名
前
が
雨
碑
に
あ
り
、
萬
文
昭
の

名
前
が
一
碑
に
あ
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
資
料
１
を
見
る
と
楷
遂
良

の
名
前
の
上
に
あ
る
日
付
け
と
役
職
名
の
異
な
り
に
注
目
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
日
付
け
は
出
碑
の
揮
毫
順
序
を
意
味
し
、
役
職
名
は

出
皇
帝
に
使
え
た
時
の
緒
遂
良
の
地
位
で
あ
り
、
精
進
良
の
二
つ
の

名
前
は
同
一
人
物
だ
が
、
別
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
萬
文
昭
の
名
前
は
一
碑
の
み
序
記
碑
に
あ
る
。
こ
れ

は
序
碑
を
刻
っ
て
次
に
序
記
碑
を
刻
っ
た
こ
と
を
意
味
し
碑
を
刻
し

た
順
序
を
意
味
し
て
い
る
。

　
こ
の
精
進
良
の
二
つ
の
名
前
と
萬
文
昭
の
名
前
は
ま
さ
し
く
太
宗

か
ら
高
宗
へ
の
時
の
移
行
を
示
し
、
序
碑
か
ら
序
記
碑
へ
の
移
行
を

も
示
し
て
い
る
。

　
も
し
仮
り
に
、
資
料
２
の
配
置
が
正
し
い
と
前
提
す
る
と
資
料
１

で
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
精
遂
良
と
萬
文
昭
の
名
前
の
位
置
そ
の
も

の
が
気
に
な
っ
て
く
る
。
資
料
２
で
は
二
人
の
名
前
が
最
も
中
央
の

南
門
に
近
い
場
所
と
な
る
。
碑
文
の
始
ま
り
が
出
陣
共
に
端
と
な
り

中
央
に
あ
る
南
門
か
ら
遠
ざ
か
る
。
こ
の
様
に
な
る
と
出
皇
帝
の
立

場
と
か
、
高
宗
と
精
進
の
立
場
の
問
題
か
ら
離
れ
て
太
宗
皇
帝
と
精

進
良
と
の
問
題
へ
と
話
が
変
わ
る
。
精
進
良
の
行
動
と
し
て
考
え
ら

れ
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
く
。

　
故
に
正
し
い
出
碑
の
配
置
で
な
い
と
総
べ
て
が
狂
っ
て
来
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
揮
毫
の
順
序
が
序
碑
か
ら
序
記
碑
に
移
っ
て
い
る

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
出
碑
を
配
置
す
る
う
え
に
お
け
る
高
宗
皇
帝

の
立
つ
位
置
は
「
大
服
塔
に
向
か
う
」
の
証
と
も
な
っ
て
く
る
。

　
第
二
款
　
両
碑
の
文
字
の
大
き
さ
の
問
題

も
う
Ｉ
つ
が
、
両
碑
の
碑
面
に
書
か
れ
た
文
字
の
大
き
さ
で
あ
る
。

　
序
碑
と
序
記
碑
の
文
の
移
行
の
違
い
が
、
こ
の
両
碑
の
文
字
の
大

き
さ
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　
序
碑
は
、
文
の
行
の
移
行
が
右
か
ら
左
で
あ
る
か
ら
揮
毫
に
関
し

て
書
き
手
の
左
側
が
常
に
空
間
と
な
る
。
書
き
手
を
置
く
処
を
含
め

て
右
側
に
文
字
が
存
在
す
る
。
先
に
不
安
を
持
ち
、
後
に
気
を
使
う

状
態
で
文
字
を
書
き
っ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。
袷
遂
良
は
常
に
文
字

構
成
に
終
始
緊
張
感
を
漂
わ
せ
揮
毫
し
た
で
あ
ろ
う
。
碑
面
一
杯
に

文
字
が
埋
ま
っ
て
お
り
気
の
使
い
方
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

　
序
記
碑
は
、
文
の
行
の
移
行
が
左
か
ら
右
で
あ
る
か
ら
、
揮
毫
に

関
し
て
は
書
き
手
の
左
側
に
文
字
が
出
現
し
常
に
文
字
が
存
在
す
る
。

書
き
手
の
右
側
に
空
間
か
お
る
。
手
を
置
く
処
に
空
間
が
あ
る
か
ら

気
分
も
大
き
く
な
る
。
の
び
の
び
と
書
き
あ
げ
て
い
く
。
碑
面
に
手

を
つ
け
て
書
か
ね
ば
、
枕
腕
で
は
左
手
が
邪
魔
と
な
る
。
自
分
の
書

い
た
文
字
も
自
然
に
見
え
る
た
め
か
、
揮
毫
中
の
不
安
は
感
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
自
由
に
書
い
て
い
る
。
文
字
が
碑
面
一
杯
に
埋
ま
っ
て
な

く
空
間
が
目
立
つ
程
文
字
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
か
序
碑
よ
り
Ｉ
ま

わ
り
文
字
が
大
き
く
見
え
る
。
袷
遂
良
の
揮
毫
に
お
い
て
序
碑
か
ら

序
記
碑
へ
の
流
れ
は
理
解
出
来
る
が
、
心
理
的
に
み
て
序
記
碑
か
ら

序
碑
へ
の
揮
毫
は
考
え
ら
れ
な
い
。
両
碑
の
揮
毫
順
序
は
序
碑
、
序

記
碑
と
見
ら
れ
る
。
気
の
使
い
方
等
見
て
、
序
碑
に
対
す
る
上
位
意

識
は
確
実
と
な
る
。

　
正
し
い
両
碑
の
配
置
に
お
い
て
、
高
宗
が
太
宗
皇
帝
を
大
切
に
し

て
い
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
の
出
来
る
材
料
と
な
る
。
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こ
の
事
は
高
宗
と
太
宗
の
関
係
を
調
査
す
る
う
え
で
大
切
な
要
因

と
な
る
。
即
天
武
后
に
よ
っ
て
変
化
す
る
高
宗
の
心
理
の
変
化
に
お

け
る
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
点
と
な
る
。

　
ま
と
め

　
こ
の
問
題
の
発
端
は
序
章
で
述
べ
た
様
に
、
中
国
に
渡
っ
て
実
際

に
現
物
を
見
た
処
か
ら
は
じ
ま
る
。
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
多
く
の
。

解
説
書
の
類
は
過
っ
た
両
碑
の
配
置
表
示
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
そ
の
現
実
を
目
の
当
り
に
見
る
こ
の
時
こ

の
問
題
の
深
さ
を
思
う
の
で
あ
る
。

　
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
書
道
の
解
説
書
の
こ
の
両
碑
の
配
置
に
関

す
る
記
載
は
「
①
正
し
い
配
置
を
示
し
た
も
の
。
②
過
っ
た
配
置
を

示
し
た
も
の
。
③
曖
昧
な
配
置
を
示
し
た
も
の
。
」
の
三
つ
に
分
類

さ
れ
た
。
特
に
②
の
源
流
を
尋
ね
て
み
る
と
、
古
く
関
野
貞
氏
の
記

載
さ
れ
た
著
書
へ
と
逢
着
す
る
。
過
ち
の
切
っ
掛
け
は
関
野
貞
氏
の

講
演
録
を
外
務
省
の
文
か
事
業
部
の
手
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
、
昭
和

六
年
七
月
二
十
七
日
に
印
刷
さ
れ
た
一
冊
の
本
と
な
る
。

　
い
ま
あ
る
過
っ
た
両
碑
の
配
置
表
示
の
著
書
の
類
は
皆
つ
ま
る
処

関
野
氏
の
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。
勿
論
、

途
中
世
界
情
勢
の
悪
化
に
よ
っ
て
日
中
の
国
交
が
断
絶
す
る
と
い
っ

た
不
如
意
な
時
代
の
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
小
論
は
単
に
過
ち
の
両
碑
の
配
置
表
示
を
し
た
人
々
を
責
め
て
い

る
の
で
は
な
い
。

　
書
を
研
究
す
る
私
た
ち
が
そ
の
真
理
を
追
求
す
る
姿
勢
に
対
し
て
、

た
だ
座
視
す
る
の
で
は
な
く
我
々
が
自
戒
の
念
を
持
つ
こ
と
と
、
事

実
認
識
の
重
さ
を
自
ら
に
教
え
る
た
め
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
解
説
や
執
筆
の
依
頼
を
受
け
る
者
が
も
っ
て
銘
す
べ
き
こ

と
で
あ
ろ
う
。

（
注
１
）
　
フ
几
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
七
月
十
月
～
十
九
日
別
府
大

　
　
　
　
学
の
姉
妹
校
で
あ
る
復
旦
大
学
（
上
海
）
に
て
書
の
歴
史

　
　
　
　
的
研
修
を
行
な
っ
た
。
そ
の
研
修
で
の
旅
行
中
、
西
安
・

　
　
　
　
大
服
塔
（
慈
恵
寺
）
で
服
塔
聖
教
序
を
見
学
し
た
。
そ
の

　
　
　
　
時
の
両
碑
の
配
置
は
、
「
西
側
・
序
碑
。
東
側
・
序
記
碑
。
」

　
　
　
　
で
あ
っ
た
。

（
注
２
）
電
話
は
別
府
大
学
講
師
群
英
氏
に
依
頼
し
て
、
西
安
の
大

　
　
　
　
服
塔
「
（
電
）
西
安
七
一
一
四
四
六
」
平
成
三
年
十
一
月

　
　
　
　
一
日
（
金
）
1
6
時
半
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
３
）
西
安
訪
問
ノ
ー
ト
と
は
、
過
去
（
昭
和
5
3
・
5
5
・
5
7
・
6
1

　
　
　
　
そ
し
て
今
回
の
平
成
二
年
）
五
回
に
お
い
て
記
し
た
私
の

　
　
　
　
ノ
ー
ト
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
４
）
長
安
史
蹟
の
研
究
（
足
立
喜
六
著
）

　
第
十
章
　
現
存
せ
る
唐
代
の
仏
寺

　
　
第
一
　
大
慈
恵
寺

　
　
　
一
　
大
慈
恵
寺
の
縁
起

　
大
慈
恵
寺
は
随
の
無
漏
寺
で
、
唐
の
武
徳
年
間
に
既
に
直
願
し
て

居
だ
の
を
、
貞
観
二
十
二
年
（
西
紀
六
四
七
）
高
宗
が
ま
だ
皇
太
子
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の
時
に
、
其
の
母
文
徳
皇
后
の
報
恩
の
為
に
此
の
寺
を
再
興
し
て
大

慈
恵
寺
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
寺
は
大
明
言
の
直
南
に
当
る
の

で
、
高
宗
は
朝
夕
に
含
元
殿
か
ら
之
を
望
ん
で
遥
拝
し
た
。
是
よ
り

先
き
貞
観
十
九
年
（
西
紀
六
四
五
）
に
、
僧
玄
奘
は
印
度
か
ら
帰
っ

て
弘
福
寺
で
専
ら
経
論
を
翻
訳
し
て
居
た
が
、
高
宗
は
大
慈
恵
寺
内

に
新
し
く
翻
譚
院
を
建
て
て
鄭
重
な
礼
義
を
備
へ
て
玄
奘
を
慈
恵
の

上
座
に
迎
え
た
。
是
よ
り
玄
奘
は
慈
恵
大
師
と
尊
称
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
二
　
慈
恵
寺
等
の
建
立

　
　
　
三
　
大
服
塔
の
縁
起
－
略
－

　
　
　
四
　
大
雁
塔
上
の
遊
覧
－
略
－

　
　
　
五
　
大
雁
塔
の
重
修
－
略
ｉ
略
－

　
　
　
六
　
弥
勒
菩
薩
の
石
像
－
略
－

　
　
　
七
　
大
雁
塔
楯
石
の
陰
刻
画
－
略
―

　
　
　
八
　
聖
教
序
碑
及
び
同
序
記
碑

　
　
　
九
　
碑
林
に
あ
る
三
蔵
聖
教
序
並
に
序
記
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
集
王
聖
教
序
に
つ
い
て
）

　
聖
教
序
及
序
碑
は
貞
観
二
十
二
年
（
西
紀
六
四
八
）
玄
奘
が
弘
福

寺
よ
り
慈
恵
上
座
と
な
っ
た
時
に
、
太
宗
並
に
皇
太
子
に
上
表
し
て
、

翻
譚
経
全
部
の
総
序
を
賜
ら
ん
こ
と
を
請
う
た
が
、
其
の
請
は
直
に

許
さ
れ
て
、
太
宗
は
序
文
に
答
勅
を
添
へ
、
皇
太
子
は
序
記
に
賤
答

を
添
え
て
賜
わ
っ
た
も
の
で
、
玄
奘
は
深
く
之
を
光
栄
と
し
て
、
再

謝
序
表
を
上
っ
た
。
此
の
時
弘
福
寺
の
座
主
円
定
も
之
を
石
に
刻
せ

ん
こ
と
を
請
う
て
晋
許
を
得
た
の
で
、
其
の
寺
僧
懐
仁
が
王
義
之
書

　
を
集
め
、
其
の
文
字
を
選
ん
で
聖
教
序
並
序
記
と
勅
答
賤
答
を
記
し
、

　
な
ほ
般
若
波
羅
密
多
心
経
を
載
せ
て
碑
に
刻
し
た
。
実
に
咸
享
三
年

　
（
西
紀
六
七
二
）
十
月
の
建
立
で
あ
る
。
此
の
碑
は
現
に
西
安
城
内

　
の
碑
林
に
保
存
せ
ら
れ
て
あ
る
。
碑
文
の
高
さ
七
尺
、
幅
三
尺
一
寸

　
あ
っ
て
、
碑
冠
及
び
其
の
下
の
七
仏
の
彫
刻
の
精
巧
な
る
こ
と
、
碑

　
側
の
模
様
の
雄
偉
な
る
こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
常
時
王
簑
之
の
真

　
跡
を
蒐
集
す
る
こ
と
が
流
行
し
た
が
、
此
の
碑
が
最
も
よ
く
蓑
之
の

　
真
跡
を
集
録
し
た
も
の
と
し
て
藤
林
の
称
賛
を
博
し
て
居
た
。

　
　
　
　
十
　
同
州
府
に
あ
る
精
進
良
書
聖
教
序
及
序
記
碑

　
　
此
の
碑
は
聖
教
序
並
序
記
の
本
文
だ
け
を
一
碑
に
刻
し
た
も
の
で

　
龍
朔
三
年
歳
次
突
亥
六
月
突
末
期
廿
三
日
乙
巳
建
、
大
唐
精
遂
良
書

　
と
記
し
て
あ
る
。
文
字
は
頗
る
遡
健
で
、
石
墨
鍋
葉
巻
二
に
は
「

　
（
慈
恵
本
）
似
不
及
同
州
本
」
と
か
「
（
同
州
本
）
似
勝
慈
恵
本
」
と

　
さ
へ
論
じ
て
居
る
。
併
し
詳
細
に
両
碑
を
比
較
す
る
時
は
同
▽
人
の

　
筆
蹟
だ
と
首
肯
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
書
礼
並
に
碑
の
構
造
が
大
雁

　
塔
の
同
碑
に
劣
る
こ
と
萬
々
で
、
到
底
比
較
に
な
っ
た
も
の
で
は
な

　
い
。
尚
ほ
精
進
良
は
永
徽
元
年
（
西
紀
六
五
〇
）
の
同
州
勅
史
に
吃

’
せ
ら
れ
た
事
は
あ
る
が
、
一
年
の
後
ち
召
還
せ
ら
れ
て
顕
慶
三
年

　
（
西
紀
六
五
八
）
に
愛
州
で
客
死
し
た
故
に
、
龍
朔
三
年
（
南
紀
六

　
六
三
）
は
精
遂
良
の
死
後
五
年
を
経
過
し
て
居
る
。
そ
れ
で
其
の
真

　
跡
で
な
い
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
前
二
碑
は
直
接
慈
恵
寺
に
関
係
は
な

　
い
が
、
慈
恵
寺
の
聖
教
序
及
序
記
碑
と
間
接
に
関
係
も
あ
り
、
且
は

　
こ
の
二
碑
と
も
関
中
伝
存
の
唐
碑
と
し
て
著
聞
し
て
居
る
か
ら
、
此

　
の
処
に
附
記
し
た
の
で
あ
る
。
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十
一
　
大
雁
塔
年
表

貞
観
十
年
（
西
紀
六
三
六
）
文
徳
皇
后
崩
じ
、
昭
陵
に
葬
る
。

　
（
略
）

貞
観
二
十
二
年

貞
観
二
十
三
年

　
（
略
）

永
徽
四
年

顕
慶
三
年

　
（
略
）

　
（
注
５
）

皇
太
子
文
徳
皇
后
の
為
に
太
慈
恵
寺
を
建
つ
。

袷
遂
良
中
書
令
と
な
る
、
太
宗
玄
奘
の
為
に
聖
教

序
を
作
り
、
皇
太
子
聖
教
序
記
を
作
る
。

太
宗
崩
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

十
月
聖
教
序
碑
、
十
二
月
聖
教
序
記
碑
を
慈
恵
寺

塔
内
に
建
つ
。

精
進
良
愛
州
に
卒
す
。

こ
の
写
真
を
見
て
わ
か
る
様
に
碑
は
こ
の
時
も
完
全
に
埋

め
こ
ま
れ
て
い
る
。
序
記
碑
の
左
に
春
？
秦
？
工
の
落
書

き
が
な
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

（
注
６
）
小
引

　
　
　
　
著
者
は
明
治
三
十
九
年
一
月
よ
り
同
四
十
三
年
二
月
に
至

　
　
　
　
る
ま
で
支
那
西
安
府
映
西
高
等
学
堂
に
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、

　
　
　
　
漢
唐
の
菖
都
長
安
の
規
模
・
遺
構
の
研
究
に
志
し
、
一

　
　
　
　
面
文
献
の
孝
究
を
試
み
る
と
と
も
に
、
広
く
実
地
踏
査
に

　
　
　
　
基
づ
い
て
故
蹟
・
遺
趾
の
測
定
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
（
以
上
略
）
　
（
長
安
史
蹟
の
研
究
・
Ｐ
９
小
引
よ
り
）

（
注
７
）
次
の
本
の
背
と
、
凡
例
の
始
め
に
関
野
氏
の
名
前
が
入
り
、

　
　
　
　
し
か
も
論
文
集
よ
り
と
あ
り
、
関
野
氏
の
責
任
は
い
か

一一一
一 一

な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。

凡
　
　
例

－48

本
巻
は
闘
野
博
士
論
文
集
全
四
巻
中
の
第
四
巻
を
な
す
も
の

で
あ
る
。

本
巻
は
支
那
の
建
築
と
萄
術
と
題
す
る
も
、
印
度
の
建
築
と

葡
術
に
闘
す
る
著
作
も
便
宜
上
本
巻
中
に
収
録
し
た
。

一
論
文
に
し
て
支
那
及
び
朝
鮮
に
瓦
る
者
に
就
い
て
は
、
其

の
内
容
が
支
那
を
主
贈
と
す
る
限
り
之
を
本
巻
に
収
録
し
た
。

例
へ
ば
、
「
支
那
の
瓦
反
び
縛
」
「
封
泥
」
等
の
如
く
で
あ
る
。

巻
頭
間
服
は
著
者
の
発
見
に
か
か
る
者
、
又
は
特
に
著
者
に

関
係
の
深
か
っ
た
物
件
の
内
の
代
表
的
な
者
に
就
き
、
著
者

の
寫
生
間
及
び
主
と
し
て
著
者
撮
影
の
寫
異
を
似
て
編
纂
し

た
。
附
間
「
調
査
旅
行
行
程
間
」
は
著
者
自
筆
の
暗
闘
及
び
日
記

等
に
よ
り
新
た
に
編
纂
す
る
所
の
者
で
あ
る
が
、
尚
ほ
、
多

少
の
誤
無
き
を
保
し
難
い
。
又
、
旅
行
年
月
日
、
方
向
指
示

等
は
一
切
省
略
に
従
ひ
、
単
に
経
路
を
示
す
に
止
め
る
事
に

し
た
。

其
他
一
般
の
編
纂
方
針
に
関
し
て
は
悉
く
第
一
巻
凡
例
の
示



　
　
す
所
に
従
ふ
。

　
一
　
本
巻
は
編
纂
撥
富
者
竹
島
が
編
纂
中
出
出
征
し
た
の
で
、
爾

　
　
後
藤
島
が
之
を
引
き
継
い
だ
者
で
あ
る
。

　
　
　
－

　
　
　
昭
和
十
三
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
纂
委
員
識

（
注
８
）
こ
れ
は
中
国
語
の
為
、
別
府
大
学
講
師
群
英
氏
に
訳
し
て

　
　
い
た
だ
い
た
の
で
（
注
）
と
し
て
加
え
る
。

　
Ａ
雁
塔
聖
教
序
Ｖ
　
い
ま
は
西
安
市
の
南
の
郊
外
に
あ
る
慈
恵

寺
大
雁
塔
に
あ
る
。
塔
の
門
の
東
西
の
仏
癩
に
一
つ
ず
つ
石
が
立

て
ら
れ
て
い
る
、
い
ず
れ
も
唐
高
宗
永
微
四
年
（
六
五
三
）
に
立

て
ら
れ
た
の
だ
。
東
の
仏
痛
に
あ
る
の
は
唐
太
宗
が
書
か
れ
た
Ａ

大
唐
三
蔵
聖
教
序
Ｖ
で
あ
る
。
本
文
は
2
1
行
で
、
一
行
は
四
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

字
で
、
文
は
左
か
ら
で
あ
る
。
額
の
八
字
は
隷
書
で
書
い
た
。
西

の
仏
癩
に
あ
る
の
は
唐
高
宗
が
太
子
の
時
書
か
れ
た
九
大
唐
皇
帝

の
優
れ
た
書
道
家
で
あ
る
。
太
宗
の
時
、
起
居
郎
、
陳
護
大
夫
に

ず
っ
と
任
じ
た
。
ま
た
、
累
官
、
中
書
令
に
も
任
じ
た
。
高
宗
が

即
位
し
て
か
ら
河
南
郡
公
に
封
じ
さ
れ
た
。
尚
書
右
什
射
に
任
じ

さ
れ
た
。
世
の
中
に
『
袷
河
南
』
と
称
じ
さ
れ
る
。
そ
の
書
道
は

最
初
は
虞
欧
に
教
わ
り
、
後
は
右
軍
に
教
わ
る
。
本
文
は
澄
ん
で

古
め
か
し
く
て
優
雅
で
、
少
し
隷
書
の
書
き
方
を
混
ぜ
て
、
自
ら

一
派
を
な
す
。
後
世
に
極
太
な
影
響
を
呼
え
た
。

人
屋
塔
聖
教
序
Ｖ
は
袷
の
代
表
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
拓
本

は
墨
の
色
が
落
ち
着
い
て
、
筆
画
が
明
晰
で
あ
る
。
『
序
』
の
中

の
『
威
霊
』
の
『
霊
』
と
い
う
字
の
右
上
角
は
傷
が
な
い
。
『
掻

含
類
千
三
途
』
の
『
類
』
と
い
う
字
の
『
頁
』
の
下
右
点
は
傷
が

な
い
。
『
雙
千
古
而
尤
対
』
の
『
千
』
と
い
う
字
の
横
雨
の
右
上

は
刻
い
だ
跡
が
な
い
。
こ
れ
は
明
朝
の
上
質
な
拓
本
で
あ
る
。

（
注
９
）

‥5S4）(8720520)-(8720

「
大
漢
和
辞
典
」
の
「
左
（
四
巻
　
頁
）

　
　
工
部
　
〔
二
叢
〕
左

［
吻
レ
左
陶
’
右
]
ａ
＆
ｒ
ｚ
ｒ

ｌ
ｓ
ｔ
!
を
た
っ
と
び
、

　
或
は
右
を
た
っ
と
ぷ
．
左
右
何
れ
を
た
っ
と
し
と
し
た

　
か
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
り
、
古
来
之
を
諭
ず
る
者
多

　
く
、
宋
の
戴
埴
の
臥
項
に
左
右
、
溝
の
左
喧
の
三
鈴
績
筆

　
に
左
右
、
鏡
大
断
の
十
填
躇
養
新
緑
に
左
右
、
浚
揚
蕩

　
の
舞
勺
綿
に
古
以
‘
右
馬
‘
尊
、
虞
兆
痩
の
天
香
糧
偶
得

　
に
輿
’
左
輿
レ
右
な
ど
の
精
励
が
あ
る
．
今
、
趙
翼
の
咳

　
旅
費
考
に
依
り
歴
代
の
制
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ

一
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述
三
蔵
聖
教
序
記
Ｖ
で
あ
る
。
本
文
は
2
0
行
、
一
行
は
四
十
字
、

文
は
右
か
ら
で
あ
る
。
額
の
八
字
は
篆
書
で
書
い
た
。
『
序
』
と

『
記
』
は
い
ず
れ
も
精
進
良
が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
字
を
刻
ん

だ
の
は
万
文
詔
と
い
う
方
で
あ
る
。
『
記
』
の
字
は
『
序
』
の
字

よ
り
ち
ょ
っ
と
大
き
い
。

　
唐
の
高
僧
玄
奘
法
師
が
イ
ン
ド
半
島
の
諸
国
へ
仏
教
の
経
典
を

求
め
に
行
く
た
め
、
辛
苦
戴
難
を
な
め
尽
く
し
た
。
Ａ
聖
教
序
Ｖ

は
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
た
め
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
精
遂
良
（
五
九
六
－
六
五
八
戒
六
五
九
）
、
字
は
登
善
、
銭
池

（
い
ま
の
杭
州
）
人
、
ま
た
、
田
番
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
唐
朝



淫

怨
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朝

痢

痍

秦 概
�

一
一一

代

ｌ
朝
官

ll

馨

馨

讐

脚

レ左

陶

９左

陶
ν
右

陶

９左

陶

￥左

陶

恥右

肖

豺左

絢

レ右

陶

;
右

；

ｉ

ｋ

脚

ｋ右

痢

恥左

「
大
漢
和
辞
典
」
「
南
（
二
巻
　
頁
）
」

【
南
面
】
｀
吋
＠
南
に
面
す
る
。
南
に
向
つ
て
位
置
す

　
る
。
南
間
。
南
は
陽
、
陽
に
向
ふ
は
人
君
の
位
。
君
は

　
南
面
し
、
臣
は
北
面
す
る
。
故
に
又
、
旱
に
。
人
君
を
も
い

　
ふ
。
南
面
而
聴
・
‘
天
下
‘
を
見
よ
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
六
〕

　
鄭
於
レ
是
不
‘
’
敢
Ｗ
Ｓ
;
〔
論
語
、
雍
也
〕
子
日
、
雍
也
可
″

　
使
”
南
Ｓ
;
〔
集
注
〕
南
面
考
、
人
君
錬
レ
洽
之
位
。
〔
論

　
語
、
衝
書
公
〕
無
馬
而
治
者
其
舜
也
輿
、
夫
何
呉
哉
、
恭
レ

　
己
正
南
面
面
巳
矣
。
｛
荘
子
、
斉
物
論
｝
昔
者
、
発
問
ｓ
於

　
舜
‘
日
、
我
欲
レ
掃
ｒ
宗
・
檜
・
青
敦
一
南
面
面
不
‘
‘
樺
然
一
其

　
故
何
也
。
｛
疏
｝
南
面
、
君
位
也
。
〔
漢
書
、
谷
永
傅
〕
王
事

　
之
綱
紀
、
南
面
之
急
務
。
●
遼
の
官
名
。
漢
人
の
州
鮮

　
の
租
歎
’
軍
馬
の
こ
と
を
掌
る
。
〔
遼
史
、
百
官
志
〕
遼

　
國
官
制
、
分
・
‘
北
南
院
｛
北
面
治
・
‘
宮
帳
部
族
肩
國
之
政
一

　
南
面
治
’
漢
人
州
夥
租
賦
軍
篤
之
事
丿
因
レ
俗
面
治
’
S
s
。

　
其
宜
’
矣
。
●
韓
非
子
の
篇
名
。

※
周
知
の
如
く
、
辞
書
類
は
資
料
と
な
ら
ぬ
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て

「
大
漢
和
辞
典
」
を
引
用
し
資
料
と
し
た
。

（
注
Ｈ
）

　
ｏ
定
本
書
道
全
集
（
発
行
所
　
河
出
書
房
・
発
行
日
昭
和
2
9
年
７

　
　
月
2
0
日
）
に
て
記
事
部
分
に
手
嶋
右
卿
氏
は

　
　
　
補
遂
良
　
雁
塔
Ｉ
駄
序
（
8
9
－
9
6
）

　
こ
の
三
蔵
聖
歌
序
碑
及
ぴ
序
記
碑
は
浹
西
省
長
安
府
南
の
慈
恵
寺
大

庫
塔
内
に
立
’
て
い
る
。
大
属
格
は
改
築
せ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
七
屠

の
堺
鴛
ヽ
―
剽
司
戮
治
ヽ
各
贋
品
尺
ハ
寸
四
分
（
包
認

ｆ
）
深
さ
九
尺
二
寸
（
侃
に
七
）
の
小
宣
姦
け
、
そ
’
の
後
茫
漕
う

て
東
に
唐
太
宗
の
聖
歌
序
碑
、
西
に
高
察
の
聖
　
序
記
碑
が
立
っ
て
い

る
。
雨
碑
は
同
形
同
大
で
黒
の
大
理
石
で
作
ら
れ
、
方
昧
の
上
に
立
’

て
い
る
ヽ
碑
身
の
廣
さ
は
ま
漫
三
尺
三
寸
（
政
見
）
、
頂
撞
二
尺
ハ

寸
六
分
（
器
昌
）
、
高
孟
ハ
ハ
寸
七
分
（
勾
μ
ハ
）
―
る
・
碑

文
は
聖
教
序
は
右
よ
り
、
序
記
は
左
よ
り
蹟
む
よ
５
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

4
l
i
M
I
U
I
R
:
M
l
t
1
4
Q
M
4
M
5
t
P
M

5
1
!
｡
4
'
Q
で
あ
る
。

　
書
は
槽
遼
良
五
十
八
歳
の
も
の
で
、
狼
一
代
の
傑
作
と
さ
れ
ゐ
ば
か

り
で
た
く
、
古
今
の
楷
法
に
一
格
を
創
始
し
た
と
さ
え
云
わ
れ
て
い
る
。

高
文
詞
の
刻
字
で
頗
る
麺
巧
を
極
め
、
拷
建
良
の
縦
横
自
在
の
用
筆
は
、

肉
書
を
見
る
が
如
く
遺
憾
な
く
現
わ
れ
て
い
る
。
古
人
は
こ
の
書
を

「
漕
勁
絶
倫
天
馬
の
さ
を
謳
け
る
が
如
し
」
と
か
、
「
煙
の
晴
含
に
負

る
が
如
し
」
と
か
、
「
創
器
を
舞
す
る
が
如
し
」
た
ど
と
肝
し
て
そ
の
粗

妙
の
筆
と
、
窮
り
た
い
麦
化
の
美
を
柵
し
て
い
る
。
疎
痩
勅
練
の
雄
偉

50一



の
中
に
吋
ｔ
創
意
を
繊
p

4
1
'
4
5
Q
で
、
一
鮎
一
隻
を
纒
意
計
隻
の
上
に

構
成
し
て
い
る
。
篆
、
隷
、
行
、
草
の
気
持
を
筆
意
の
中
に
胤
し
て
い

る
・
乎
指
の
参
用
陰
陽
俯
仰
の
法
た
’
ど
懇
篤
の
限
り
を
奎
し
て
、
一
々

と
し
て
鋒
芒
『
の
倆
陶
を
行
い
、
多
端
の
受
化
を
必
然
的
な
表
現
に
く
っ

き
り
と
盛
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
表
現
的
に
は
人
工
の
極
地
と
も
思

わ
れ
る
程
で
、
複
雑
微
妙
の
線
性
か
ら
登
す
る
快
い
リ
ズ
ム
は
、
曹
感

と
化
し
て
高
く
低
く
迫
づ
て
来
る
。
皇
帝
の
製
文
だ
け
に
、
如
何
に
迷

良
が
力
を
凝
ら
し
た
か
、
察
す
る
に
診
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

慈恩寺大ぞ塔（映曹長安）

　
立
碑
の
永
微
四
年
（
一
一
笠
）
這
良
は
官
右
僕
射
で
あ
っ
た
ぺ
序
文
の

方
に
は
中
書
令
の
官
名
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
製
文
は
序
記
共
に
貞
観

二
十
二
年
（
心
四
）
八
月
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
ヽ
序
の
方
へ
は

常
時
在
官
の
中
書
令
名
そ
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
信
任
の
厚
か
っ
た

太
宗
に
對
す
る
忠
節
至
誠
の
情
が
し
の
ば
れ
る
。
（
千
島
右
卿
）

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
文
は
あ
き
ら
か
に
関
野
氏
の
著
書
を
参
考
に
し
て
い
る
。
文

中
の
慈
恵
寺
の
写
真
と
中
國
文
化
史
蹟
９
の
5
0
ペ
ー
ジ
と
支
那
の
建

築
と
萄
術
の
2
4
4
ペ
ー
ジ
慈
恵
寺
の
写
真
と
は
角
度
と
い
い
同
じ
も
の

で
あ
る
。
た
だ
一
つ
疑
問
に
な
る
の
は
関
野
氏
の
本
よ
り
定
本
書
道

全
集
の
方
が
写
真
そ
の
も
の
の
大
き
さ
に
お
い
て
上
の
「
空
」
の
部

分
の
広
さ
、
右
側
の
「
木
」
の
撮
影
部
分
が
少
し
広
い
。

　
旧
本
の
関
野
氏
の
著
書
を
現
段
階
で
は
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
こ

の
本
が
旧
本
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
、
関
野
氏
の
他
の
写
真

に
よ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
そ
の
疑
問
が
未
解
決
の
た
め
に
、
こ
の
注
に
て
と
ど
め
る
こ
と
に

し
た
。

　
左
の
写
真
　
慈
恵
寺
は
関
野
氏
の
「
支
那
の
建
築
と
葡
術
」
の
も

の
で
あ
る
。

支
那
の
建
築
と
蔓
術

二
四
四

第110　慈恵寺大雁塔
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